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研
究
室
報
告

①

本
年
度
は
、
新
入
生
歓
迎
行
事
と
し
て
四
月
二
十
六
日
に

｢

金
鳳
山

平
林
禅
寺

(
平
林
寺)

参
禅
研
修｣

を
行
っ
た
。
普
段
公
開
さ
れ
て
い

な
い
中
庭
で
散
策
を
楽
し
む
な
ど
、
た
い
へ
ん
貴
重
な
機
会
を
頂
戴
し
、

新
入
生
に
は
大
い
に
好
評
で
、
学
生
相
互
あ
る
い
は
教
員
と
の
交
流
を

深
め
る
こ
と
が
で
き
た
。
関
係
各
位
に
は
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

②

本
年
度
も
五
月
三
十
日
に

｢
東
洋
大
学
文
学
部
伝
統
文
化
講
座｣

の

一
環
と
し
て
、
イ
ン
ド
哲
学
科
主
催
、
東
洋
大
学
仏
教
会
・
仏
教
青
年

会
協
力
、
中
世
文
学
会
共
催
に
て
、
俳
優
・
滝
田
栄
氏
に
よ
る

｢

公
開

講
演：

私
と
仏
教｣

と
真
言
宗
豊
山
派
迦
陵
頻
伽
聲
明
研
究
会
の
皆
様

に
よ
る

｢

聲
明
公
演：

語
り
の
源
流

涅
槃
会

釈
尊
へ
の
追
慕｣

を

開
催
し
た
。
ま
た
十
二
月
十
二
日
に
は

｢

第
二
回
東
洋
大
学
イ
ン
ド
祭｣

を
開
催
し
た
。
平
成
七
年
度
本
学
科
卒
業
生
の
森
山
繁
氏

(
シ
ゲ
ジ
ー)

を
は
じ
め
と
す
る
、
た
く
さ
ん
の
出
演
者
の
皆
様
の
好
演
を
賜
っ
た
。

出
演
者
の
皆
様
に
は
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

③

竹
村
牧
男
教
授
が
文
学
部
長
の
職
を
辞
し
、
平
成
二
十
一
年
九
月
十

一
日
付
を
も
っ
て
学
長
に
就
任
し
た
。

④

本
年
度
、
特
別
講
義
を
行
っ
た
外
国
の
先
生
は
左
記
の
方
で
あ
る
。

張
文
良
博
士

(

中
国
人
民
大
学
副
教
授)

｢

中
国
の
仏
教
と
仏
教
研
究｣

、

平
成
二
十
一
年
十
一
月
十
二
日
、
三
時
限

ラ
ー
ラ
ン
・
プ
ラ
サ
ー
ド
・
ス
ィ
ン
フ
博
士

(

元
マ
ガ
ダ
大
学
教
授
・
現

デ
リ
ー
大
学
大
学
院
哲
学
専
攻
客
員
研
究
員)

｢

タ
ン
ト
ラ
の
宗
教
に

つ
い
て｣

、
平
成
二
十
一
年
十
一
月
十
二
日
、
五
時
限

⑤

本
年
度
も
大
学
院
の
公
開
研
究
発
表
会
を
春
学
期

(

七
月
一
日)

と

秋
学
期

(

十
一
月
二
十
五
日)

に
開
催
し
た
。
前
期
の
発
表
者
は
、
藤

森
晶
子

(

Ｍ
２)

、
永
田
道
子

(

Ｍ
２)

、
三
澤
祐
嗣

(

Ｄ
１)

、
藤
山

覚
一
郎

(

Ｄ
２)

、
鈴
木
貫
太

(

Ｄ
３)

、
馬
場
え
つ
こ

(

Ｄ
３)

の
六

名
、
後
期
の
発
表
者
は
、
三
ツ
谷
義
久

(

Ｍ
２)

、
狩
野
久
枝

(

Ｍ
２)

、

藤
森
晶
子

(

Ｍ
２)

、
藤
岡
哲

(

Ｍ
２)

、
朝
日
透

(

Ｍ
２)

、
オ
ー
ダ

ム

(

Ｄ
３)

、
栗
原
正
和

(

Ｄ
３)

の
七
名
で
あ
っ
た
。

尚
、
前
期
の
研
究
発
表
会
で
は
平
成
二
十
年
度
に
学
位
を
取
得
し
た

伊
東
昌
彦
氏
に
よ
る
博
士
論
文

｢

三
論
浄
土
教
の
研
究

―

吉
蔵
の
浄

土
思
想
と
三
論
宗｣

の
報
告
会
を
併
せ
て
開
催
し
た
。

⑥

本
年
度
の
テ
ィ
ー
チ
ン
グ
ア
シ
ス
タ
ン
ト
は
、
藤
岡
哲
、
板
野
義
弘
、

鈴
木
貫
太
、
馬
場
え
つ
こ
の
各
氏
が
担
当
し
た
。

⑦

本
年
度
の
卒
業
論
文
・
制
作
の
提
出
者
は
、
Ⅰ
部
が
四
七
名
、
Ⅱ
部

が
一
〇
名
で
あ
り
、
大
学
院
の
修
士
論
文
提
出
者
は
四
名
で
あ
っ
た
。

本
年
度
の
優
秀
論
文
に
対
す
る
褒
賞
は
左
記
の
通
り
で
あ
る
。

・
校
友
会
奨
学
基
金：

小
倉
麻
由

(

Ⅰ
部)

、
安
藤
裕
美

(

Ⅱ
部)

、
藤

森
晶
子

(

大
学
院)

・
勧
学
奨
学
基
金：

関
口
定
子

(

Ⅰ
部)

、
須
藤
美
喜
子

(

Ⅱ
部)

・
田
村
芳
朗
奨
学
基
金：

島
田
緒
理
絵

(

Ⅱ
部)

、
�
山
玲
子

(

Ⅱ
部)
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平
成
二
十
一
年
度
業
績

(

平
成
二
十
一
年
一
月
〜
十
二
月)

竹
村
牧
男

＜

著
書＞

『

入
門

哲
学
と
し
て
の
仏
教』

(

単
著
、
講
談
社
現
代
新
書
、
平
成
二
十

一
年
四
月
二
十
日
、
二
六
二
頁)

『『

成
唯
識
論』

を
読
む』

(
単
著
、
春
秋
社
、
平
成
二
十
一
年
五
月
二
十

日
、
五
六
四
頁)

『『

華
厳
五
教
章』

を
読
む』

(

単
著
、
春
秋
社
、
平
成
二
十
一
年
十
一
月

二
十
日
、
二
九
一
頁)

＜

論
文＞

｢

学
問
と
社
会
お
よ
び
宗
教
学
と
現
代｣
(

単
著
、『
宗
教
研
究』

三
五
九

号
、
日
本
宗
教
学
会
、
平
成
二
十
一
年
三
月
三
十
日
発
行
、
一
七
〜
三

六
頁)

｢

仏
教
の
環
境
観｣

(

単
著
、『

｢

エ
コ
・
フ
ィ
ロ
ソ
フ
ィ｣
研
究』

第
三

号
、
東
洋
大
学

｢

エ
コ
・
フ
ィ
ロ
ソ
フ
ィ｣

学
際
研
究
イ
ニ
シ
ア
テ
ィ

ブ
、
平
成
二
十
一
年
三
月
三
十
日
、
一
三
〜
二
六
頁)

｢

共
生
へ
の
一
視
点

―

空
海
に
お
け
る
自
他
の
構
造｣

(

単
著
、『

共
生

思
想
研
究
年
報
二
〇
〇
八』

、
平
成
二
十
一
年
三
月
三
十
一
日
、
六
五
〜

七
四
頁)

｢

仏
教
と
文
学

―

冬
の
美
学
と
道
元
の
禅
世
界｣

(

単
著
、『

宗
教
と
文

学
―
神
道
・
仏
教
・
キ
リ
ス
ト
教』

、
ア
ウ
リ
オ
ン
叢
書
〇
七
、
白
百
合

女
子
大
学

言
語
・
文
学
研
究
セ
ン
タ
ー
、
平
成
二
十
一
年
十
二
日
一

日
、
六
七
〜
八
二
頁)

＜

そ
の
他＞

｢

仏
教
の
心
の
見
方
に
学
ぶ｣

(

単
著
、T

H
E

L
U

N
G

p
e
rs

p
e
c
tiv

e
s,

V
ol.17,

N
o.2.

｢

医
療
と
哲
学｣

第
二
四
回
、
メ
デ
ィ
カ
ル
レ
ビ
ュ
ー

社
、
平
成
二
十
一
年
四
月
十
日
、
八
八
〜
九
二
頁)

｢

仏
教
の

｢

知｣

に
魅
せ
ら
れ
て｣

(

単
著
、『

本』

五
月
号
、
講
談
社
、

平
成
二
十
一
年
五
月
一
日
、
二
五
〜
二
七
頁)

｢

い
の
ち
の
あ
り
か

―

浄
土
の
教
え
に
尋
ね
て｣

(

単
著
、『

あ
ん
じ
ゃ

り』

第
一
七
号
、
親
鸞
仏
教
セ
ン
タ
ー
、
平
成
二
十
一
年
六
月
一
日
、

三
〇
〜
三
一
頁)

｢

大
悲
も
の
う
き
こ
と
な
し｣

(

単
著
、『

在
家
仏
教』

十
月
号
、
在
家
仏

教
協
会
、
平
成
二
十
一
年
十
月
一
日
、
一
二
〜
三
七
頁)

イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

｢

環
境
は
自
己
で
あ
る
と
捉
え
る
仏
教
の
自
然
観｣

(

単

著
、『

光
の
泉』

十
月
号
、
日
本
教
文
社
、
平
成
二
十
一
年
九
月
十
五
日
、

一
〇
〜
一
五
頁)

｢『

公
案』

復
刊
に
よ
せ
て｣

(

単
著
、
秋
月
龍
�『

公
案

実
践
的
禅
入

門』

、
ち
く
ま
学
芸
文
庫
、
平
成
二
十
一
年
十
一
月
十
日
刊
、
三
四
七
〜

三
四
九
頁)

｢
月
に
心
を
澄
ま
せ
る｣

(

単
著
、『

サ
ス
テ
ナ』

第
一
〇
号
、
サ
ス
テ
イ

ナ
ビ
リ
テ
ィ
学
連
携
研
究
機
構
、
平
成
二
十
一
年
一
月
二
十
日
、
四
四
〜

四
五
頁)

｢

か
そ
け
き
風
を
聴
く｣

(

単
著
、『

サ
ス
テ
ナ』

第
一
一
号
、
サ
ス
テ
イ
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ナ
ビ
リ
テ
ィ
学
連
携
研
究
機
構
、
平
成
二
十
一
年
四
月
二
十
日
、
五
八
〜

五
九
頁)

｢

阿
修
羅
に
想
う｣

(

単
著
、『

サ
ス
テ
ナ』

第
一
二
号
、
サ
ス
テ
イ
ナ
ビ

リ
テ
ィ
学
連
携
研
究
機
構
、
平
成
二
十
一
年
七
月
二
十
日
、
五
二
〜
五

三
頁)

｢

地
球
が
滅
び
る
時
に｣

(

単
著
、『

サ
ス
テ
ナ』

第
一
三
号
、
サ
ス
テ
イ

ナ
ビ
リ
テ
ィ
学
連
携
研
究
機
構
、
平
成
二
十
一
年
十
月
二
十
日
、
五
四
〜

五
五
頁)

＜

書
評＞

奈
良
康
明
・
山
崎
龍
明

『

な
ぜ
い
ま

｢
仏
教｣

な
の
か』
(

春
秋
社
、
平
成

二
十
一
年
七
月
刊)

、『

中
外
日
報』

、
平
成
二
十
一
年
八
月
二
十
七
日
号

＜

学
会
活
動＞

所
属
学
会
な
ら
び
に
役
職

日
本
印
度
学
仏
教
学
会

(

評
議
員)

／
日
本
宗
教
学
会

(

理
事)

／
比
較

思
想
学
会

(

理
事)

／
仏
教
思
想
学
会

(

理
事)

／
東
方
学
会

(

会
員)

研
究
発
表
等

地
球
シ
ス
テ
ム
・
倫
理
学
会
、
第
五
回
学
術
大
会
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

｢
地

球
生
命
を
共
に
生
き
る
叡
智
と
倫
理｣

に
お
い
て
、
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー

タ
ー
を
務
め
る
。
平
成
二
十
一
年
六
月
二
十
七
日
、
大
正
大
学

共
生
社
会
シ
ス
テ
ム
学
会
平
成
二
十
一
年
度
大
会
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

｢

環

境
共
生
社
会
創
造
の
た
め
の
教
育
・
人
づ
く
り｣

に
お
い
て
、
座
長

を
務
め
る
。
平
成
二
十
一
年
八
月
一
日
、
茨
城
大
学
農
学
部

(

茨
城

県
阿
見
町)

｢

仏
教
と
神
秘
主
義

―

禅
と
密
教
を
中
心
に｣

、
平
成
二
十
一
年
度
東

西
宗
教
交
流
学
会
、
平
成
二
十
一
年
八
月
三
十
一
日
〜
九
月
二
日

(

発
表
は
、
九
月
一
日)

、
ザ
・
パ
レ
ス
サ
イ
ド
ホ
テ
ル

(

京
都
市)

｢

日
本
仏
教
と
エ
コ
・
フ
ィ
ロ
ソ
フ
ィ｣

、
日
本
宗
教
学
会
第
六
八
回
学

術
大
会
、
平
成
二
十
一
年
九
月
十
一
日
〜
十
三
日

(

発
表
は
十
三
日)

、

京
都
大
学

｢『

成
唯
識
論』

の
縁
起
思
想
に
つ
い
て｣

、
駒
澤
大
学
仏
教
学
会

平

成
二
十
一
年
度
第
一
回
公
開
講
演
会
、
平
成
二
十
一
年
十
月
三
日
、

駒
澤
大
学
大
学
会
館

(

世
田
谷
区
駒
沢)

｢

自
己
と
曼
荼
羅
と
サ
ス
テ
イ
ナ
ビ
リ
テ
ィ｣

、
東
洋
大
学T

IE
P
h

・

茨
城
大
学IC

A
S

共
催
国
際
セ
ミ
ナ
ー

｢

持
続
可
能
な
発
展
と
自
然
・

人
間

―

西
洋
と
東
洋
の
対
話
か
ら
新
し
い
エ
コ
・
フ
ィ
ロ
ソ
フ
ィ

を
求
め
て｣

、
平
成
二
十
一
年
十
月
十
日
、
東
洋
大
学
ス
カ
イ
ホ
ー
ル

(

白
山
キ
ャ
ン
パ
ス
二
号
館
一
六
階)

｢

宗
教
的

｢

個｣

の
普
遍
的
構
造
を
求
め
て｣

、
宗
教
間
対
話
研
究
所
第

二
九
回
月
例
研
究
会

(

峯
岸
正
典
所
長)

、
平
成
二
十
一
年
十
月
十
五

日
、
東
京
グ
ラ
ン
ド
ホ
テ
ル

(

港
区
・
芝)

｢

多
元
化
社
会
の
宗
教
哲
学

―

仏
教
か
ら
西
田
哲
学
へ｣

、
第
七
一
回

上
智
大
学
哲
学
会
大
会
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

｢

現
代
の
宗
教
哲
学｣

、
平
成

二
十
一
年
十
月
十
八
日
、
上
智
大
学
七
号
館
一
四
階
特
別
会
議
室

(
四
谷)

｢『
成
唯
識
論』

の
縁
起
思
想
に
つ
い
て｣

、
共
生
思
想
の
可
能
性
に
つ

い
て
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
、
平
成
二
十
一
年
十
月
二
十
三
日
、
ソ
ウ
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ル
・
東
国
大
学

｢
エ
コ
・
フ
ィ
ロ
ソ
フ
ィ｣

学
際
研
究
イ
ニ
シ
ア
テ
ィ
ブ
主
催
国
際
シ

ン
ポ
ジ
ウ
ム

｢

日
本
発
の
エ
コ
・
フ
ィ
ロ
ソ
フ
ィ
を
求
め
て｣

に
お

い
て
、
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
を
務
め
る
。
平
成
二
十
一
年
十
一
月
二

十
八
日
、
井
上
円
了
ホ
ー
ル

講
演

｢

華
厳
浄
土
へ
の
憧
れ｣
、
東
大
寺
文
化
講
演
会
、
平
成
二
十
一
年
五
月

二
十
九
日
、
東
京
・
有
楽
町
朝
日
ホ
ー
ル

(

マ
リ
オ
ン
一
一
階)

｢

仏
教
の
環
境
観｣

、
在
家
仏
教
協
会
講
演
会
、
平
成
二
十
一
年
七
月
二

十
五
日
、
大
手
町
ビ
ル

｢

空
海
の
思
想
に
つ
い
て｣

、
素
修
会

(
日
本
工
業
倶
楽
部)

、
平
成
二

十
一
年
七
月
二
十
七
日
、
日
本
工
業
倶
楽
部

(

丸
の
内)

｢

哲
学
と
し
て
の
仏
教｣

、
朝
日
カ
ル
チ
ャ
ー
セ
ン
タ
ー
、
平
成
二
十
一

年
七
月
二
十
五
日
、
東
京
・
新
宿
住
友
ビ
ル

｢

サ
ス
テ
イ
ナ
ビ
リ
テ
ィ
と
日
本
の
共
生
思
想

―

哲
学
か
ら
の
発
想｣

、

千
葉
商
科
大
学
晴
耕
塾
、
平
成
二
十
一
年
七
月
二
十
九
日
、
千
葉
商

科
大
学
ギ
ャ
ラ
リ
ー

(

丸
の
内
・
国
際
ビ
ル)

｢

一
人
子
の
よ
う
に
慈
し
む
べ
し

―

仏
教
の
自
他
不
二
の
思
想
か
ら｣
、

第
一
回
神
儒
仏
三
教
合
同
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

｢

他
者
へ
の
関
心
〜
秋
葉

原
無
差
別
殺
傷
事
件
を
受
け
て
〜

心
の
通
い
合
う
社
会
を
求
め
て｣

、

神
田
明
神
・
斯
文
会
・
東
方
研
究
会
主
催
、
平
成
二
十
一
年
八
月
八

日
、
湯
島
聖
堂

｢

エ
コ
・
フ
ィ
ロ
ソ
フ
ィ

―

自
己
と
自
然
の
関
係
へ
の
ま
な
ざ
し｣

、

文
京
区
環
境
政
策
課
主
催
・
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
環
境
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
・
文

京
企
画
運
営：

平
成
二
十
一
年
度
環
境
学
習
リ
ー
ダ
ー
育
成
講
座
、

平
成
二
十
一
年
十
一
月
五
日
、
ア
カ
デ
ミ
ー
文
京
学
習
室

(

シ
ビ
ッ

ク
セ
ン
タ
ー
地
下
一
階
、
文
京
区
春
日)

｢

共
生
思
想
の
歩
み
と
課
題｣

、
東
洋
大
学
校
友
会
埼
玉
県
支
部
創
立
八

〇
周
年
、
東
・
西
支
部
発
足
五
周
年
記
念
講
演
会
、
平
成
二
十
一
年

十
一
月
十
四
日
、
東
洋
大
学
白
山
校
舎
六
号
館
、
六
二
一
〇
番
教
室

＜

研
究
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
へ
の
参
加＞

東
洋
大
学

｢

エ
コ
・
フ
ィ
ロ
ソ
フ
ィ｣

学
際
研
究
イ
ニ
シ
ア
テ
ィ
ブ

(T
IE

P
h)

・
自
然
観
探
究
ユ
ニ
ッ
ト
代
表
者

(

機
構
長：

松
尾
友
矩

[

東
洋
大
学])

東
洋
大
学
共
生
思
想
研
究
セ
ン
タ
ー
長

＜

教
育
活
動＞

学
内
担
当
科
目

学

部：

日
本
仏
教
史

(

Ⅰ
部
。
春
学
期
の
み)

イ
ン
ド
学
仏
教
学
演
習
⑦

(

Ⅰ
部)

宗
教
を
め
ぐ
る
諸
問
題
Ａ(

Ⅰ
・
Ⅱ
部
乗
り
入
れ)

一
回
担
当

｢

日
本
仏
教
に
お
け
る
行
為
に
つ
い
て
―
道
元
を
中
心
に｣

(

平
成
二
十
一
年
四
月
二
十
五
日
、
六
時
限)

大
学
院：

日
本
仏
教
研
究
Ⅰ
・
仏
教
学
研
究
指
導
Ⅲ

(

前
期
課
程)

仏
教
学
特
殊
研
究
Ⅳ
・
仏
教
学
研
究
指
導
Ⅲ

(

後
期
課
程)

学
外
担
当
科
目

上
智
大
学
文
学
部：

仏
教
思
想
Ⅰ
・
Ⅱ
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＜
大
学
・
学
部
管
理
・
運
営
活
動＞

文
学
部
長
／
学
長

評
議
員

理
事
／
東
洋
学
研
究
所
研
究
員

＜

公
開
講
座＞

｢

禅
的
生
活
に
お
け
る
私
と
他
者｣

、
共
生
と
い
う
生
き
方

―

日
本
・
中

国
・
日
イ
ン
ド
の
生
活
文
化
、
第
一
回
、
十
月
七
日

｢

大
乗
仏
教
に
お
け
る
女
性
た
ち｣

、
東
洋
大
学
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
公
開

講
座
・
エ
ク
ス
テ
ン
シ
ョ
ン
講
座
Ｂ＜

東
洋
思
想
へ
の
誘
い

―

イ
ン

ド
哲
学
・
仏
教
の
エ
ッ
セ
ン
ス
を
探
る
、
第
三
回
、
十
月
十
七
日

宮
本
久
義

＜

論
文＞

｢『

マ
ツ
ヤ
・
プ
ラ
ー
ナ』

第
一
八
四
章：
和
訳
と
註
解
―

『

マ
ツ
ヤ
・
プ

ラ
ー
ナ』

所
収
の

｢

ヴ
ァ
ー
ラ
ー
ナ
ス
ィ
ー
・
マ
ー
ハ
ー
ト
ミ
ヤ｣

に

つ
い
て

(

３)｣
(

『

東
洋
学
論
叢』

第
三
四
号＜

｢
東
洋
大
学
文
学
部
紀

要｣

第
六
二
集＞

、
平
成
二
十
一
年
三
月
三
十
日
、
一
〜
一
五
頁)

｢

イ
ン
ド
に
お
け
る
宗
教
間
共
生
へ
の
課
題

―

ヒ
ン
ド
ゥ
ー
教
の
祭
礼

ラ
ー
ム
・
リ
ー
ラ
ー
の
考
察
に
基
づ
い
て｣

(

単
著
、『

共
生
思
想
研
究

年
報
二
〇
〇
八』

東
洋
大
学
共
生
思
想
研
究
セ
ン
タ
ー
、
平
成
二
十
一

年
三
月
三
十
一
日
、
七
五
〜
八
一
頁)

＜

そ
の
他＞

R
am

esh
K
um

ar
P
andey,

Sanskrit
and

C
o-existence

の
和
訳
、

ラ
メ
ー
シ
ュ
・
ク
マ
ー
ル
・
パ
ー
ン
デ
ー｢

サ
ン
ス
ク
リ
ッ
ト
と
共
生｣

、

(

単
著
、『

共
生
思
想
研
究
年
報
二
〇
〇
八』

東
洋
大
学
共
生
思
想
研
究

セ
ン
タ
ー
、
平
成
二
十
一
年
三
月
三
十
一
日
、
一
一
三
〜
一
一
六
頁)

R
am

esh
K
um

ar
P
andey,

T
olerance

:
T
he

M
antra

for
P
eace

and
H
appiness

の
監
訳
、
ラ
メ
ー
シ
ュ
・
ク
マ
ー
ル
・
パ
ー
ン
デ
ー

｢

寛
容

―

平
安
と
幸
福
の
た
め
の
マ
ン
ト
ラ｣

(

単
著
、『

共
生
思
想

研
究
年
報
二
〇
〇
八』

東
洋
大
学
共
生
思
想
研
究
セ
ン
タ
ー
、
平
成
二

十
一
年
三
月
三
十
一
日
、
一
二
一
〜
一
二
八
頁)

＜

学
会
活
動＞

所
属
学
会
な
ら
び
に
役
職

日
本
南
ア
ジ
ア
学
会

(

平
成
二
十
一
年
十
月
よ
り
、
事
務
局
長)

／
日

本
印
度
学
仏
教
学
会

(

評
議
員)

／
日
本
宗
教
学
会

(

会
員)

／
日
本
佛

教
学
会

(

会
員)

／
建
築
史
学
会

(

会
員)

／
早
稲
田
大
学
東
洋
哲
学
会

(

会
計
監
査)

国
際
サ
ン
ス
ク
リ
ッ
ト
学
会
に
参
加

(

平
成
二
十
一
年
九
月
一
〜
五
日
、

京
都
大
学)

研
究
発
表

｢

ヒ
ン
ド
ゥ
ー
聖
地
と
環
境
問
題｣

(

日
本
宗
教
学
会
学
術
大
会
シ
ン
ポ

ジ
ウ
ム
、
平
成
二
十
一
年
九
月
十
三
日
、
京
都
大
学)

｢

宗
教
と
共
生

―

イ
ン
ド
の
多
元
的
社
会
か
ら
み
た
共
生
の
問
題｣

(

東
洋
大
学
共
生
思
想
研
究
セ
ン
タ
ー
・
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
、
平
成
二
十

一
年
十
一
月
二
十
一
日
、
東
洋
大
学
白
山
キ
ャ
ン
パ
ス)

＜
調
査
活
動＞

｢

イ
ン
ド
・
ヒ
ン
ド
ゥ
ー
聖
地

(

バ
ナ
ー
ラ
ス
・
ジ
ャ
イ
プ
ル)

調
査｣

(

東
洋
に
お
け
る
聖
地
信
仰
の
研
究：

ヒ
ン
ド
ゥ
ー
教
と
仏
教
に
お
け
る
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聖
地
巡
礼
成
立
の
要
件｣

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
、
平
成
二
十
一
年
七
月
十
八

日
〜
二
十
六
日
、
イ
ン
ド
・
バ
ナ
ー
ラ
ス
、
デ
リ
ー
・
ジ
ャ
イ
プ
ル)

｢

大
韓
民
国
の
東
国
大
学

(

東
洋
大
学
の
協
定
校)

に
お
け
る
共
生
思
想

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
参
加
と
両
大
学
間
学
術
交
流
促
進
の
協
議｣

(

東
洋
大

学

｢

エ
コ
・
フ
ィ
ロ
ソ
フ
ィ｣

学
際
研
究
イ
ニ
シ
ア
テ
ィ
ブ
、
平
成
二

十
一
年
十
月
二
十
二
〜
二
十
四
日
、
韓
国
・
東
国
大
学)

＜

研
究
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
へ
の
参
加＞

｢

東
洋
に
お
け
る
聖
地
信
仰
の
研
究：

ヒ
ン
ド
ゥ
ー
教
と
仏
教
に
お
け
る

聖
地
巡
礼
成
立
の
要
件｣

平
成
二
十
一
年
度
東
洋
大
学
東
洋
学
研
究
所

学
術
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
、
研
究
代
表
者
と
し
て
イ
ン
ド
思
想
・
宗
教
に
お

け
る
聖
地
信
仰
の
研
究
と
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
全
体
の
統
括
に
従
事

｢

東
洋
大
学

｢

エ
コ
・
フ
ィ
ロ
ソ
フ
ィ｣

学
際
研
究
イ
ニ
シ
ア
テ
ィ
ブ
、

サ
ス
テ
イ
ナ
ビ
リ
テ
ィ
学
連
携
研
究
機
構

(T
IE

P
h)｣

(

研
究
員
、
機

構
長：

松
尾
友
矩

[

東
洋
大
学])

自
然
観
探
究
ユ
ニ
ッ
ト
に
属
し
、

｢

イ
ン
ド
の
自
然
観｣

の
研
究
を
行
う

｢

東
洋
思
想
に
基
づ
く

｢

共
生
学｣

の
構
築｣

東
洋
大
学
共
生
思
想
研
究

セ
ン
タ
ー

(

研
究
員
、
セ
ン
タ
ー
長：

竹
村
牧
男

[

東
洋
大
学])

｢
古

代
イ
ン
ド
哲
学
思
想
と
共
生
思
想
の
研
究｣

を
行
う

｢

多
言
語
重
層
構
造
を
な
す
イ
ン
ド
文
学
史
の
先
端
的
分
析
法
と
新
記
述

(

科
学
研
究
費
・
基
盤
Ａ)｣

(

連
携
研
究
者
、
代
表：

水
野
善
文

[

東
京

外
国
語
大
学])

古
典
文
学
研
究
班
に
所
属
し
サ
ン
ス
ク
リ
ッ
ト
文
学
の

研
究
を
行
う

＜

教
育
活
動＞

学
内
担
当
科
目

学

部：

イ
ン
ド
古
典
哲
学
Ａ
・
Ｂ

(

Ⅰ
部)

イ
ン
ド
現
代
思
想

(

Ⅱ
部)

現
代
イ
ン
ド

(

Ⅱ
部)

ヨ
ー
ガ
と
ア
ー
ユ
ル
ヴ
ェ
ー
ダ

(

Ⅰ
部)

イ
ン
ド
学
仏
教
学
演
習
②

(

Ⅰ
部)

イ
ン
ド
学
仏
教
学
演
習
⑨

(

Ⅱ
部)

全
学
総
合
Ⅰ
Ａ

(

Ⅰ
・
Ⅱ
部
乗
り
入
れ)

一
回
担
当

｢

妖
怪
学
―
イ
ン
ド
に
も
百
鬼
夜
行
が｣

(

六
月
二
十
三
日)

全
学
総
合
Ⅰ
Ａ

(

Ⅰ
・
Ⅱ
部
乗
り
入
れ)

一
回
担
当

｢

イ
ン
ド
思
想
と
エ
コ
・
フ
ィ
ロ
ソ
フ
ィ｣

(

六
月
五
日)

宗
教
を
め
ぐ
る
諸
問
題
Ａ

(

Ⅰ
・
Ⅱ
部
乗
り
入
れ)

｢

ヒ
ン
ド
ゥ
ー
教
に
お
け
る
行
為
の
問
題
―
人
は
い
か
に

生
き
る
べ
き
か｣

(

六
月
二
十
七
日)

大
学
院：

サ
ン
ス
ク
リ
ッ
ト
文
献
研
究
Ⅰ
・
イ
ン
ド
哲
学
研
究
指
導
Ⅰ

(

前
期
課
程)

イ
ン
ド
哲
学
特
殊
研
究
Ⅰ
・
イ
ン
ド
哲
学
研
究
指
導
Ⅰ

(

後

期
課
程)

学
外
担
当
科
目

総
合
講
座｢

東
洋
医
学
の
人
間
科
学｣

中
、｢

ヨ
ー
ガ
と
ア
ー
ユ
ル
ヴ
ェ
ー

ダ｣
を
担
当

(

早
稲
田
大
学
人
間
科
学
部
、
平
成
二
十
一
年
十
一
月

十
三
日
・
十
一
月
二
十
日)
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＜
社
会
的
活
動＞

講
演

｢

再
考

―

イ
ン
ド
人
の
思
考
法｣

宗
元
会
、
平
成
二
十
一
年
二
月

一
八
日
、
機
械
振
興
会
館

講
座

｢
人
は
な
ぜ
聖
地
巡
礼
に
赴
く
の
か
―
カ
イ
ラ
ー
ス
と
バ
ナ
ー
ラ
ス

を
例
と
し
て｣
、
東
洋
大
学
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
・
エ
ク
ス
テ
ン
シ
ョ

ン
学
習
講
座
Ｂ

｢
東
洋
思
想
へ
の
誘
い｣

、
平
成
二
十
一
年
五
月
十
六

日
、
東
洋
大
学
白
山
キ
ャ
ン
パ
ス

講
座

｢

ヨ
ー
ガ
に
学
ぶ
心
身
の
健
康｣

、
東
洋
大
学
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
・

エ
ク
ス
テ
ン
シ
ョ
ン
学
習
講
座
Ｂ

｢

共
生
と
い
う
生
き
方
―
日
本
・
中

国
・
イ
ン
ド
の
生
活
文
化｣

、
平
成
二
十
一
年
十
月
二
十
八
日
、
東
洋

大
学
白
山
キ
ャ
ン
パ
ス

＜

大
学
・
学
部
管
理
・
運
営
活
動＞

大
学
院
文
学
研
究
科
仏
教
学
専
攻
主
任
／
キ
ャ
リ
ア
形
成
支
援
委
員
会
委

員
、
東
洋
学
研
究
所
研
究
員
・
運
営
委
員
／
東
洋
大
学
共
生
思
想
研
究

セ
ン
タ
ー
研
究
員
・
運
営
委
員
／
東
洋
大
学

｢

エ
コ
・
フ
ィ
ロ
ソ
フ
ィ｣

学
際
研
究
イ
ニ
シ
ア
テ
ィ
ブ
、
サ
ス
テ
イ
ナ
ビ
リ
テ
ィ
学
連
携
研
究
機

構

(T
IE

P
h)

研
究
員

橋
本
泰
元

＜

論
文＞

｢『

ゴ
ー
ラ
ク
ナ
ー
ト
語
録』

研
究
―｢

サ
ブ
デ
ィ
ー｣

(

一
〇
一
〜
一
五
〇)

の
本
文
と
和
訳｣

(

単
著
、『

東
洋
学
論
叢』

第
三
十
四
号＜

東
洋
大
学

文
学
部
紀
要
第
六
十
二
集＞

平
成
二
十
一
年
三
月
三
十
日
、
一
三
二
〜

一
四
七
頁)

｢

ヒ
ン
ド
ゥ
ー
教
と
イ
ス
ラ
ー
ム
教
の
聖
所
の
交
渉
と
宗
教
的
ア
イ
デ
ン

テ
ィ
テ
ィ

―

両
者
の

｢

共
生｣

の
視
点
か
ら｣

(

単
著
、『

共
生
思
想

研
究
年
報
二
〇
〇
八』

平
成
二
十
一
年
三
月
三
十
一
日
、
八
三
〜
九
八

頁)

＜

そ
の
他＞

｢

ヒ
ン
ド
ゥ
ー
教
と
イ
ス
ラ
ー
ム
教
の

『

共
生』

―

『

周
縁』｣

の
視
点
か

ら｣
(

単
著
、K

yousei-N
ew

sletter-(V
ol.7

/
2009

.9.30)

、
二
〜
四
頁)

＜

学
会
活
動＞

所
属
学
会
な
ら
び
に
役
職

日
本
印
度
学
佛
教
学
会

(

理
事)

／
日
本
宗
教
学
会

(

会
員)

／
日
本
南

ア
ジ
ア
学
会

(

会
員)

／
日
本
佛
教
学
会

(

会
員)

研
究
発
表
・
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

｢

中
世
ヒ
ン
ド
ゥ
ー
教
に
み
る

『

地
上
の
天
界』

説
と
環
境
倫
理｣

(

パ

ネ
ル
テ
ー
マ

｢

宗
教
と
エ
コ
・
フ
ィ
ロ
ソ
フ
ィ
―
東
洋
の
宗
教
伝
統
を

中
心
と
し
て｣

日
本
宗
教
学
会
第
六
八
回
学
術
大
会
、
平
成
二
十
一
年

九
月
十
三
日
、
京
都
大
学)

＜

調
査
活
動＞

｢

ヒ
ン
ド
ゥ
ー
教
最
大
の
聖
地
と
さ
れ
る
バ
ナ
ー
ラ
ス
市
に
お
け
る
イ
ス

ラ
ー
ム
聖
廟
で
の
民
間
信
仰
レ
ベ
ル
に
お
け
る
ヒ
ン
ド
ゥ
ー
教
徒
と
イ

ス
ラ
ー
ム
教
徒
と
の

｢

共
生｣

の
実
地
調
査
お
よ
び
関
連
文
献
蒐
集｣

(

東
洋
大
学
共
生
思
想
研
究
セ
ン
タ
ー
、
平
成
二
十
一
年
七
月
十
八
日
〜

二
十
四
日)
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＜
学
術
交
流＞

｢
大
韓
民
国
私
立
東
国
大
学

(

東
洋
大
学
協
定
校)

に
お
け
る
共
生
思
想

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
参
加
お
よ
び
両
大
学
学
術
交
流
促
進
の
協
議｣

(

東
洋

大
学

｢
エ
コ
・
フ
ィ
ロ
ソ
フ
ィ｣

学
際
研
究
イ
ニ
シ
ア
テ
ィ
ブ
、
平
成

二
十
一
年
十
月
二
十
二
日
〜
二
十
四
日
、
ソ
ウ
ル
・
東
国
大
学
仏
教
文

化
研
究
所)

＜

研
究
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
へ
の
参
加＞

｢

多
言
語
重
層
構
造
を
な
す
イ
ン
ド
文
学
史
の
先
端
的
分
析
法
と
新
記
述｣

＜

平
成
二
十
一
年
度
科
学
研
究
費
補
助
金

[

基
盤
研
究

(

Ａ)]

研
究
代

表
者：

水
野
善
文

[

東
京
外
国
語
大
学]

連
携
研
究
者＞

｢

ヒ
ン
デ
ィ
ー
・
ウ
ル
ド
ゥ
ー
韻
律
の
リ
ズ
ム
構
造
の
解
明

―

ペ
ル
シ

ア
起
源
説
の
検
証
を
と
お
し
て｣

＜

平
成
二
十
一
年
度
科
学
研
究
費
補

助
金

[

基
盤
研
究

(

Ｂ)]

研
究
代
表
者：

長
崎
広
子

[

大
阪
大
学]

研

究
分
担
者＞

｢

東
洋
に
お
け
る
聖
地
信
仰
の
研
究：

ヒ
ン
ド
ゥ
ー
教
と
仏
教
に
お
け
る

聖
地
巡
礼
成
立
の
要
件｣
(

平
成
二
十
一
年
度
東
洋
大
学
東
洋
学
研
究
所

学
術
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
、
研
究
代
表
者：

宮
本
久
義

[

東
洋
大
学]
、
研
究

分
担
者)

東
洋
大
学
共
生
思
想
研
究
セ
ン
タ
ー
研
究
員

(

セ
ン
タ
ー
長：

竹
村
牧
男

[

東
洋
大
学])

東
洋
大
学

｢

エ
コ
・
フ
ィ
ロ
ソ
フ
ィ｣

学
際
研
究
イ
ニ
シ
ア
テ
ィ
ブ

(T
IE

P
h)

研
究
員

(

機
構
長：

松
尾
友
矩

[

東
洋
大
学])

＜

教
育
活
動＞

学
内
担
当
科
目

学

部：

イ
ン
ド
学
仏
教
学
へ
の
誘
い
Ｂ

(

Ⅱ
部)

イ
ン
ド
の
宗
教
Ａ
・
Ｂ

(

Ⅰ
・
Ⅱ
部)

ヒ
ン
デ
ィ
ー
文
献
講
読
Ａ
・
Ｂ

(

Ⅰ
部)

イ
ン
ド
学
仏
教
学
演
習
③

(

Ⅰ
部)

宗
教
を
め
ぐ
る
諸
問
題
Ｂ(

Ⅰ
・
Ⅱ
部
乗
り
入
れ)

一
回
担
当

｢

バ
ク
テ
ィ
と
社
会｣

(

十
一
月
二
十
八
日
、
六
時
限)

文
学
部
伝
統
文
化
講
座

｢

聲
明
講
演｣

(

五
月
三
十
日
主
催)

校
友
会
寄
附
講
座

(

Ⅰ
・
Ⅱ
部
乗
り
入
れ)

一
回
担
当

｢

哲
学
館
初
期
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
の
特
色

―

哲
学
を
如

何
に
教
育
す
る
の
か｣

(

七
月
十
一
日
、
五
時
限)

大
学
院：

イ
ン
ド
哲
学
研
究
Ⅱ
・
イ
ン
ド
哲
学
研
究
指
導
Ⅲ

(

前
期
課

程)

イ
ン
ド
哲
学
特
殊
研
究
Ⅱ
・
イ
ン
ド
哲
学
研
究
指
導
Ⅱ

(

後

期
課
程)

学
外
担
当
科
目

大
正
大
学
学
部：

ヒ
ン
デ
ィ
ー
語
Ⅰ
・
Ⅱ
・
Ⅲ
・
Ⅳ

＜

大
学
・
学
部
管
理
・
運
営
活
動＞

自
然
科
学
委
員
会
委
員
／
教
職
課
程
運
営
委
員
会
委
員
／
文
学
部
外
国
語

委
員
会
委
員
／
東
洋
学
研
究
所
研
究
員
／
東
洋
大
学
共
生
思
想
研
究
セ

ン
タ
ー
運
営
委
員
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＜
社
会
的
活
動＞

団
体
役
員
等

大
法
輪
石
原
育
英
会
評
議
員

渡
辺
章
悟

＜

著
書＞

『

般
若
心
経

―

テ
ク
ス
ト
・
思
想
・
文
化』

(

単
著
、
大
法
輪
閣
、
平
成

二
十
一
年
二
月
、
三
七
六
頁)

『

金
剛
般
若
経
の
研
究』

(

単
著
、
山
喜
房
仏
書
林
、
平
成
二
十
一
年
三
月
、

五
九
一
頁)

『

金
剛
般
若
経
の
梵
語
資
料
集
成』

(

単
著
、
山
喜
房
仏
書
林
、
平
成
二
十

一
年
三
月
、
一
三
一
頁)

＜

論
文＞

T
he

R
ole

of
D
estruction

of
the

D
harm

a
and

P
redictions

in

M
aha‾ ya‾ na

Su‾ tras:
W

ith
a

F
ocus

on
the

P
ra

jn �
a ‒

p
a ‒

ra
m

ita~

S
u ‒tra

s
,

A
c
ta

A
s
ia

tic
a

N
o.96,

T
he

T
O‾
H
O‾

G
akkai

(T
he

Institute
of

E
astern

C
ulture),

2009.2,
pp.77-97.

(

単
著)

｢

イ
ン
ド
思
想
に
お
け
る
共
感
と
共
苦｣

(

単
著
、『

共
生
思
想
研
究
年
報

二
〇
〇
八』

、
東
洋
大
学
共
生
思
想
研
究
セ
ン
タ
ー
編
、
平
成
二
十
一
年

三
月
、
五
一
〜
五
六
頁)

｢

失
わ
れ
る
共
生
、
求
め
ら
れ
る
共
生｣

(

単
著
、『

天
台
学
報』

五
一
号
、

平
成
二
十
一
年
三
月
、
二
一
〜
三
七
頁
、
平
成
二
十
年
度
天
台
宗
教
学

大
会
基
調
講
演＜

教
学
大
会
の
共
通
テ
ー
マ：

現
代
社
会
と
仏
教＞

)

＜

そ
の
他
の
業
績＞

｢

お
経
の
真
意

―

経
典
の
現
代
語
訳｣

(

単
著
、『

歴
史
読
本』

｢

入
門

神
様
・
仏
様
の
信
仰
事
典｣

、
新
人
物
往
来
社
、
第
四
五
巻
二
号
、
平
成

二
十
一
年
二
月
、
一
七
二
〜
一
七
七
頁)

｢

大
乗
仏
教
論｣

(

単
著
、『

仏
教
文
化』

第
一
四
〇
号
、
東
京
国
際
仏
教

塾
、
平
成
二
十
一
年
八
月
十
日
、
一
〇
〜
一
五
頁)

｢

彼
岸
会
と
再
生｣

(

単
著
、『

比
叡
山
時
報』

第
六
四
九
号
、
平
成
二
十

一
年
三
月
八
日
、
四
〜
五
頁)

｢

花
ま
つ
り｣

(

単
著
、『

比
叡
山
時
報』

第
六
五
〇
号
、
平
成
二
十
一
年

四
月
八
日
、
三
頁)

｢

護
摩
供｣

(

単
著
、『

比
叡
山
時
報』

第
六
五
一
号
、
平
成
二
十
一
年
五

月
八
日
、
三
頁)

｢

安
居｣

(

単
著
、『

比
叡
山
時
報』

第
六
五
二
号
、
平
成
二
十
一
年
六
月

八
日
、
三
頁)

｢

施
餓
鬼｣

(

単
著
、『

比
叡
山
時
報』

第
六
五
三
号
、
平
成
二
十
一
年
七

月
八
日
、
三
頁)

｢

塔
婆｣

(

単
著
、『

比
叡
山
時
報』

第
六
五
四
号
、
平
成
二
十
一
年
八
月

八
日
、
三
頁)

｢

臨
終｣

(

単
著
、『

比
叡
山
時
報』

第
六
五
五
号
、
平
成
二
十
一
年
九
月

八
日
、
三
頁

｢
中
陰｣

(

単
著
、『

比
叡
山
時
報』

第
六
五
六
号
、
平
成
二
十
一
年
十
月

八
日
、
三
頁)

｢

六
斎
日｣

(
単
著
、『

比
叡
山
時
報』

第
六
五
七
号
、
平
成
二
十
一
年
十
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一
月
八
日
、
三
頁)

｢
百
八
煩
悩｣

(

単
著
、『

比
叡
山
時
報』

第
六
五
八
号
、
平
成
二
十
一
年

十
二
月
八
日
、
三
頁)

＜

学
会
活
動＞

所
属
学
会
な
ら
び
に
役
職

日
本
印
度
学
仏
教
学
会

(

理
事
・
常
務
委
員
・
評
議
員
・
企
画
編
集
委

員)

／
日
本
西
蔵
学
会

(

委
員)

／
日
本
宗
教
学
会

(

会
員
・
プ
ロ
グ
ラ

ム
委
員
会
委
員)

／
日
本
佛
教
学
会

(

会
員)

／
仏
教
思
想
学
会

(

会
員)

／
東
ア
ジ
ア
仏
教
学
会

(
会
員)
／
日
本
南
ア
ジ
ア
学
会

(

会
員)

／
国

際
仏
教
学
会IA

B
S

(

会
員)

／
国
際
真
宗
学
会

(

会
員)

研
究
発
表
・
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

｢

輪
廻
と
解
脱

―

イ
ン
ド
仏
教
の
自
然
観
再
考｣

、
パ
ネ
ル
の
テ
ー
マ

｢

宗
教
と
エ
コ
・
フ
ィ
ロ
ソ
フ
ィ

―

東
洋
の
宗
教
伝
統
を
中
心
と
し

て｣

の
代
表
者
、
日
本
宗
教
学
会
第
六
八
回
学
術
大
会
、
平
成
二
十

一
年
九
月
十
三
日
、
京
都
大
学

｢

老
年
期
に
お
け
る
仏
教｣

、
パ
ネ
リ
ス
ト
と
し
て
参
加
、
シ
ン
ポ
ジ
ウ

ム
テ
ー
マ

｢

日
本
の
老
年
期
に
お
け
る
死
と
孤
独｣

、
東
洋
学
研
究
所

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
、
平
成
二
十
一
年
十
一
月
二
日
、
東
洋
大
学
甫
水
会

館
二
階

｢

共
生
と
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
―
国
際
化
社
会
に
関
わ
る
現
代
社
会
の

問
題｣

、
共
生
思
想
研
究
セ
ン
タ
ー
第
四
回
公
開
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
で
司

会
を
務
め
る
、、
平
成
二
十
一
年
十
一
月
二
十
日
、
東
洋
大
学
白
山
校
舎

ス
カ
イ
ホ
ー
ル

学
会
・
調
査

国
際
真
宗
学
会
に
参
加
、
六
月
十
二
日
〜
十
四
日
、
龍
谷
大
学
大
宮
校
舎

北
海
道
印
仏
学
会
第
二
五
回
学
術
大
会
に
参
加
、
八
月
二
十
九
日

日
本
印
度
学
仏
教
学
会
第
五
九
回
学
術
大
会
に
参
加

(

理
事
会
及
び
研

究
発
表)

、
九
月
三
日
〜
五
日
、
大
谷
大
学)

日
本
宗
教
学
会
第
六
八
回
学
術
大
会
に
参
加
、(

九
月
十
二
日
〜
十
三

日
、
於
京
都
大
学
吉
田
キ
ャ
ン
パ
ス
、
平
成
二
十
二
年
度
学
術
大
会

プ
ロ
グ
ラ
ム
委
員
会
及
び
研
究
発
表)

東
国
大
学
仏
教
学
研
究
所
と
の
学
術
交
流
、
十
月
二
十
二
日
〜
二
十
四

日
、
ソ
ウ
ル
・
東
国
大
学

韓
国
東
国
大
学
と
共
生
思
想
セ
ン
タ
ー
と
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
に
参
加

(

十
月
二
十
二
日
〜
二
十
四
日
、
於
韓
国
・
東
国
大
学)

日
本
西
蔵
学
会
第
五
七
回
学
術
大
会
に
参
加

(

十
一
月
六
〜
七
日
、
於

神
戸
外
国
語
大
学
、
委
員
会
・
総
会
・
研
究
発
表)

＜

研
究
助
成＞

平
成
二
十
年
度
文
科
省
研
究
成
果
公
開
促
進
費
の
助
成

(

学
位
論
文

『

金

剛
般
若
経
の
研
究』

の
刊
行
、
山
喜
房
仏
書
林
、
平
成
二
十
一
年
三
月
、

五
九
一
頁)

平
成
二
十
年
度
東
洋
大
学
特
別
研
究
の
助
成

(『

金
剛
般
若
経
の
梵
語
資

料
集
成』

の
刊
行
、
山
喜
房
仏
書
林
、
平
成
二
十
一
年
三
月
、
一
三
一

頁)

＜

研
究
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
へ
の
参
加＞

東
洋
大
学
共
生
思
想
研
究
セ
ン
タ
ー
研
究
員

(

セ
ン
タ
ー
長：

竹
村
牧
男
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[

東
洋
大
学])

東
洋
大
学

｢

エ
コ
・
フ
ィ
ロ
ソ
フ
ィ｣

学
際
研
究
イ
ニ
シ
ア
テ
ィ
ブ

(T
IE

P
h)

研
究
員

(

機
構
長：

松
尾
友
矩

[

東
洋
大
学])

｢

チ
ベ
ッ
ト
・
ポ
タ
ラ
宮
所
蔵
梵
本

『

維
摩
経』

に
基
づ
く
総
合
的
研
究｣

(

文
科
省
科
学
研
究
費

[

基
盤
研
究

(

Ｂ)]

、
研
究
代
表
者：

多
田
孝
文

[

大
正
大
学]

、
研
究
分
担
者)

｢

仏
教
用
語
の

『

日
英
基
準
訳
語
集』

構
築
に
向
け
て
の
総
合
的
研
究｣

(

文
科
省
科
学
研
究
費

[
基
盤
研
究

(

Ａ)]

、
研
究
代
表
者：

斎
藤
明

[

東
京
大
学]

、
研
究
分
担
者)

＜

教
育
活
動＞

学
内
担
当
科
目

学

部：

ブ
ッ
ダ
の
思
想
と
そ
の
展
開
Ａ
・
Ｂ

(

Ⅰ
・
Ⅱ
部)

大
乗
仏
教
の
思
想

(

Ⅱ
部)

イ
ン
ド
学
仏
教
学
演
習
④

(

Ⅰ
部)

文
学
部
総
合
科
目
Ⅰ

(

Ⅰ
・
Ⅱ
部
共
通)

宗
教
を
め
ぐ
る
諸
問
題
Ｂ(

Ⅰ
・
Ⅱ
部
乗
り
入
れ)
一
回
担
当

｢

大
乗
教
団
の
な
ぞ｣

(

十
月
十
七
日
、
六
時
限)

校
友
会
寄
附
講
座

(

Ⅰ
・
Ⅱ
部
乗
り
入
れ)

五
回
担
当
な
ら

び
に
全
体
責
任
者

｢

井
上
円
了
は
何
を
目
指
し
、
何
を
実
現
し
よ
う
と
し
た

か

―

そ
の
生
涯
と
実
践｣

(

四
月
十
一
日
、
五
時
限)

｢

井
上
円
了
が
受
け
た
カ
ル
チ
ャ
ー
シ
ョ
ッ
ク

―

円
了

は
海
外
で
何
を
見
、
何
を
考
え
た
の
か｣

(

七
月
十
八
日)

｢

講
義
の
ま
と
め｣

(

七
月
二
十
五
日)

｢

社
会
で
活
躍
す
る
校
友
た
ち
―
芸
能
界
・
文
学
界｣

(

十

二
月
五
日)

｢

講
義
の
ま
と
め｣

(

一
月
十
六
日)

大
学
院：

大
乗
仏
教
研
究
Ⅰ
・
仏
教
学
研
究
指
導
Ⅰ

(

前
期
課
程)

仏
教
学
特
殊
研
究
Ⅰ
・
仏
教
学
研
究
指
導
Ⅰ

(

後
期
課
程)

＜

大
学
・
学
部
管
理
・
運
営
活
動＞

井
上
円
了
賞
選
考
委
員
／
東
洋
学
研
究
所

(

研
究
所
員
・

『

東
洋
学』

編

集
委
員)

／
共
生
思
想
研
究
セ
ン
タ
ー
研
究
員
／
東
洋
大
学

｢

エ
コ
・

フ
ィ
ロ
ソ
フ
ィ｣

学
際
研
究
イ
ニ
シ
ア
テ
ィ
ブ

(T
IE

P
h)

研
究
員

＜

社
会
的
活
動＞

(

財)

仏
教
伝
道
協
会
・
英
訳
大
蔵
経
編
集
委
員
会

(

委
員)

・
仏
教
聖
典

編
集
委
員
会

(

委
員)

／(

財)

全
日
本
仏
教
会
国
際
交
流
審
議
会

(

委

員)

／(

財)

東
方
研
究
会

(

研
究
員)

／(

財)

大
法
輪
奨
学
生
選
考
委

員
会

(

委
員)

＜

特
別
講
義
・
公
開
講
座＞

｢

大
乗
仏
教
概
論｣

東
京
国
際
仏
教
塾
特
別
講
義
、
於
東
京
大
学
仏
教
青

年
会
会
館
、
平
成
二
十
一
年
六
月
十
一
日

｢『

般
若
心
経』

と
は
ど
の
よ
う
な
経
典
か｣

(

平
成
二
十
一
年
度
現
職
教

師
研
修
会
、
曹
洞
宗
群
馬
県
宗
務
所
主
催
、
於
ホ
テ
ル
天
坊
・
伊
香
保)

、

平
成
二
十
一
年
六
月
二
十
六
日

｢

経
典
は
音
楽
だ

―

仏
教
の
言
葉｣

学
び
ラ
イ
ブ
・
東
洋
大
学
主
催
、

於
東
洋
大
学
白
山
校
舎
六
号
館
、
六
月
二
十
八
日)
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伊
吹

敦
＜

論
文＞

｢｢
東
山
法
門｣

の
人
々
の
傳
記
に
つ
い
て

(

上)｣
(

単
著
、『

東
洋
学
論

叢』

第
三
四
号＜

｢

東
洋
大
学
文
学
部
紀
要｣

第
六
二
集＞

、
平
成
二
十

一
年
三
月
三
十
日
、
一
〜
四
八
頁)

｢

墓
誌
銘
に
見
る
初
期
の
禅
宗

(

下)｣
(

単
著
、『

東
洋
学
研
究』

第
四
六

号
、
平
成
二
十
一
年
三
月
三
十
日
、
三
〇
六
〜
三
二
二
頁)

｢｢

戒
律｣

か
ら

｢

清
規｣
へ
―
北
宗
の
禪
律
一
致
と
そ
の
克
服
と
し
て
の

清
規
の
誕
生｣

(

単
著
、『

日
本
佛
教
学
会
年
報』

第
七
四
号
、
平
成
二

十
一
年
七
月
二
十
日
、
四
九
〜
九
〇
頁)

＜

そ
の
他＞

｢

禅
僧
と
士
大
夫

(

上)

要
説
・
中
国
禅
思
想
史

二
〇｣

(

単
著
、

『

禅
文
化』

二
一
一
、
平
成
二
十
一
年
一
月
二
十
五
日
、
四
五
〜
五
二
頁)

｢

禅
僧
と
士
大
夫

(

中)

要
説
・
中
国
禅
思
想
史

二
一｣

(

単
著
、

『

禅
文
化』

二
一
二
、
平
成
二
十
一
年
四
月
二
十
五
日
、
一
三
八
〜
一
四

五
頁)

｢

禅
僧
と
士
大
夫

(

下
之
上)

要
説
・
中
国
禅
思
想
史

二
二｣

(
単
著
、

『

禅
文
化』

二
一
三
、
平
成
二
十
一
年
七
月
二
十
五
日
、
一
二
六
〜
一
三

三
頁)

｢

禅
僧
と
士
大
夫

(

下
之
下)

要
説
・
中
国
禅
思
想
史

二
三｣

(

単
著
、

『

禅
文
化』

二
一
四
、
平
成
二
十
一
年
十
月
二
十
五
日
、
一
一
七
〜
一
二

四
頁)

＜

学
会
活
動＞

所
属
学
会
な
ら
び
に
役
職

日
本
佛
教
学
会

(

理
事)

／
東
ア
ジ
ア
仏
教
研
究
会

(

役
員)

／
日
本
印

度
学
仏
教
学
会

(

会
員)

／
早
稲
田
大
学
東
洋
哲
学
会

(

会
員)

／
財
団

法
人
東
方
学
会

(

会
員)

研
究
発
表

｢

慧
安
の
傳
記
に
つ
い
て｣

、
日
本
印
度
学
仏
教
学
会
第
六
〇
回
学
術
大

会
、
平
成
二
十
一
年
九
月
八
日
、
大
谷
大
学

｢

東
山
法
門
的
特
性
和
修
行
法
以
及
觀
法
的
意
義｣

、
東
亞
的
靜
坐
傳
統

國
際
研
討
會
、
平
成
二
十
一
年
十
月
三
十
一
日
、
法
鼓
佛
教
學
院

(

中
華
民
国
、
台
北
県
金
山
郷)

｢

禪
師
的
療
效

―

禪
宗
的
登
場
及
以
人
們
對
禪
師
的
期?

之
變
化｣

、

M
O
N
K

A
N
D

M
E
D
IC

IN
E
:

A
M

O
N
K
'S

IM
A
G
E

A
N
D

F
U
N
C
T
IO

N
S

A
S

A
H
E
A
L
E
R

(

藥
師
信
仰
與
佛
教
文
化
國
際

學
術
研
討
會)

、
平
成
二
十
一
年
十
二
月
十
二
日
、
順
縁
会
館

(

中
華

人
民
共
和
国
、
河
北
省
唐
山
市)

＜

教
育
活
動＞

学
内
担
当
科
目

学

部：

中
国
仏
教
の
あ
ゆ
み
Ａ
・
Ｂ

(

Ⅰ
・
Ⅱ
部)

禅
の
思
想

(

Ⅱ
部)

イ
ン
ド
学
仏
教
学
へ
の
誘
い
Ｂ

(

Ⅰ
部)

イ
ン
ド
学
仏
教
学
演
習
⑥

(

Ⅰ
部)

イ
ン
ド
哲
学
仏
教
学
演
習
⑫

(

Ⅱ
部)
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宗
教
を
め
ぐ
る
諸
問
題
Ｂ(

Ⅰ
・
Ⅱ
部
乗
り
入
れ)

一
回
担
当

｢

中
国
に
お
け
る
佛
教
の
社
会
的
意
義

―

唐
代
、
人
々
は

新
興
の
禅
に
何
を
求
め
た
か｣

(

十
一
月
七
日
、
六
時
限)

校
友
会
寄
附
講
座

(

Ⅰ
・
Ⅱ
部
乗
り
入
れ)

一
回
担
当

｢
哲
学
館
の
後
継
者
た
ち
の
活
躍

―

境
野
黄
洋
、
高
嶋

米
峰
な
ど｣

(

十
一
月
七
日
、
五
時
限)

大
学
院：

中
国
仏
教
研
究
Ⅰ
・
仏
教
学
研
究
指
導
Ⅳ

(

前
期
課
程)

仏
教
学
特
殊
研
究
Ⅲ
・
仏
教
学
研
究
指
導
Ⅳ

(

後
期
課
程)

＜

大
学
・
学
部
管
理
・
運
営
活
動＞

イ
ン
ド
哲
学
科
第
Ⅰ
部
主
任
／
文
学
部
内
資
格
審
査
委
員
会
委
員
／
東
洋

学
研
究
所
研
究
員

＜

社
会
的
活
動＞

講
座

｢

禅
と
女
性｣

、
東
洋
大
学
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
公
開
講
座
・
エ
ク

ス
テ
ン
シ
ョ
ン
講
座
Ｂ＜

東
洋
思
想
へ
の
誘
い

―

イ
ン
ド
哲
学
・
仏

教
の
エ
ッ
セ
ン
ス
を
探
る＞

、
平
成
二
十
一
年
十
月
七
日
、
東
洋
大
学

白
山
キ
ャ
ン
パ
ス

講
演

｢

禪
師
的
療
效｣
(

國
際
講
演
座
談
會)

、
平
成
二
十
一
年
十
月
三
十

日
、
新
生
醫
護
管
理
專
科
學
校

(

中
華
民
国
、
桃
園
市)

行
政
大
樓
二

樓
會
議
室

財
団
法
人
東
方
研
究
会
兼
任
研
究
員

山
口
し
の
ぶ

＜

論
文＞

｢『

瓶
護
摩
儀
軌』

翻
訳
研
究｣

『

東
洋
学
研
究』

第
四
十
六
号
、
平
成
二

十
一
年
三
月
、
八
九
頁

―

一
〇
二
頁)

＜

学
会
活
動＞

所
属
学
会
な
ら
び
に
役
職

日
本
印
度
学
仏
教
学
会

(

会
員)

／
日
本
宗
教
学
会

(

会
員)

／
日
本
南

ア
ジ
ア
学
会

(

会
員)

／
日
本
佛
教
学
会

(

会
員)

／
密
教
図
像
学
会

(

会
員)

／
東
海
印
度
学
仏
教
学
会

(

会
員)

／
パ
ー
リ
学
仏
教
文
化
学

会

(

会
員)

研
究
発
表

｢

ネ
パ
ー
ル
仏
教
の
死
者
儀
礼｣

(

二
〇
〇
九
年
度
日
本
佛
教
学
会
学
術

大
会
、
平
成
二
十
一
年
九
月
十
六
日
、
立
正
大
学)

＜

研
究
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
へ
の
参
加＞

｢

マ
ハ
ー
ラ
ー
シ
ュ
ト
ラ
州
に
お
け
る
ヒ
ン
ド
ゥ
ー
教
巡
礼
地
の
研
究｣

(

平
成
二
十
一
年
度
科
学
研
究
費

[

基
盤
研
究

(

Ｃ)]

研
究
代
表
者)

＜

教
育
活
動＞

学
内
担
当
科
目

学

部：

イ
ン
ド
学
仏
教
学
演
習
⑧

(

Ⅰ
部)

チ
ベ
ッ
ト
文
献
を
読
む
Ａ
・
Ｂ

(

Ⅰ
部)

イ
ン
ド
美
術
を
見
る

(

Ⅱ
部)

チ
ベ
ッ
ト
仏
教
の
あ
ゆ
み

(

Ⅰ
部)

イ
ン
ド
・
仏
教
図
像
学

(

Ⅰ
部)
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宗
教
学
Ⅱ
Ａ
・
Ｂ

(

Ⅱ
部)

宗
教
を
め
ぐ
る
諸
問
題
Ａ
・
Ｂ(

Ⅰ
・
Ⅱ
部
乗
り
入
れ)

コ
ー

デ
ィ
ネ
ー
タ
ー

｢

宗
教
行
為
の
諸
相
―
開
講
に
あ
た
っ
て｣

(

四
月
十
一
日)

｢
宗
教
の
社
会
的
意
義
―
開
講
に
あ
た
っ
て｣

(

十
月
三
日)

大
学
院：

大
乗
仏
教
研
究
Ⅱ
・
仏
教
学
研
究
指
導
Ⅱ

(

前
期
課
程)

仏
教
学
特
殊
研
究
Ⅱ
・
仏
教
学
研
究
指
導
Ⅱ

(

後
期
課
程)

＜

大
学
・
学
部
管
理
・
運
営
活
動＞

イ
ン
ド
哲
学
科
第
二
部
主
任
／
文
学
部
自
己
点
検
・
評
価
委
員
会
委
員
／

東
洋
学
研
究
所
研
究
員

＜

社
会
的
活
動＞

講
座

｢

光
り
輝
く
シ
ヴ
ァ
神
の
十
二
聖
地

―

神
話
の
世
界
を
歩
く｣

(

東
洋
大
学
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
公
開
講
座
・
エ
ク
ス
テ
ン
シ
ョ
ン
学

習
講
座
Ｂ＜

東
洋
思
想
へ
の
誘
い
４＞

、
平
成
二
十
一
年
六
月
二
十
日
、

東
洋
大
学
白
山
キ
ャ
ン
パ
ス)

講
座

｢

ヒ
マ
ラ
ヤ
の
国
の
仏
た
ち

―

ネ
パ
ー
ル
仏
教
の
歴
史
と
現
在｣

(

第
六
四
五
回
浅
草
寺
仏
教
文
化
講
座
、
平
成
二
十
一
年
八
月
二
十
五

日
、
明
治
生
命
ビ
ル)

沼
田
一
郎

＜

論
文＞

｢
vyavaha‾ ra

概
念
の
変
遷｣

(

単
著
、『

東
洋
学
論
叢』

第
三
四
号

＜
｢

東
洋
大
学
文
学
部
紀
要｣

第
六
二
集＞

平
成
二
十
一
年
三
月
三
十
日
、

九
六
〜
一
〇
五
頁)

＜

学
会
活
動＞

所
属
学
会
な
ら
び
に
役
職

日
本
南
ア
ジ
ア
学
会

(

会
員
・
英
文
叢
書
委
員
会
委
員)

／
日
本
印
度

学
仏
教
学
会

(

会
員)

／
日
本
佛
教
学
会

(

会
員)

研
究
発
表

｢V
yavaha‾ ra

in
the

D
harm

a-literatures｣
(

第
一
四
回
国
際
サ

ン
ス
ク
リ
ッ
ト
学
会
、
平
成
二
十
一
年
年
九
月
一
日
、
京
都
大
学)

＜

調
査
活
動＞

｢

現
代
サ
ン
ス
ク
リ
ッ
ト
語
事
情
の
調
査｣

(

九
月
十
六
日
〜
三
十
一
日
、

カ
ル
ナ
ー
タ
カ
州
シ
モ
ガ
県
マ
ッ
ト
ゥ
ー
ル)

＜

研
究
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
へ
の
参
加＞

｢

東
洋
に
お
け
る
聖
地
信
仰
の
研
究：

ヒ
ン
ド
ゥ
ー
教
と
仏
教
に
お
け
る

聖
地
巡
礼
成
立
の
要
件｣

(

平
成
二
十
一
年
度
東
洋
学
研
究
所
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
、
研
究
代
表
者：

宮
本
久
義

[

東
洋
大
学]

、
研
究
分
担
者)

＜

教
育
活
動＞

学
内
担
当
科
目

学

部：

サ
ン
ス
ク
リ
ッ
ト
文
献
を
読
む
Ａ
・
Ｂ

(

Ⅰ
部)

古
代
イ
ン
ド
の
社
会

(

Ｉ
部)

イ
ン
ド
学
仏
教
学
演
習
①

(

Ⅰ
部)

イ
ン
ド
哲
学
仏
教
学
演
習
⑪

(

Ⅱ
部)

イ
ン
ド
古
典
哲
学

(

Ⅱ
部)

宗
教
を
め
ぐ
る
諸
問
題
Ａ
・
Ｂ

(

Ⅰ
・
Ⅱ
部
乗
り
入
れ)
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二
回
担
当

｢

ブ
ラ
フ
マ
ニ
ズ
ム
に
お
け
る
行
為
論

―＜

業＞

の
問
題｣

(

五
月
三
十
日
、
六
時
限)

｢

イ
ン
ド
伝
統
法
学
に
お
け
る

｢

社
会｣

の
位
置
付
け｣

(
十
一
月
二
十
一
日
、
六
時
限)

学
外
担
当
科
目

東
京
大
学
文
学
部
非
常
勤
講
師

(

学
部
・
大
学
院

｢

イ
ン
ド
語
イ
ン
ド

文
学
特
殊
講
義｣)

＜

大
学
・
学
部
管
理
・
運
営
活
動＞

東
洋
学
研
究
所
研
究
員
・
運
営
委
員
／
東
洋
学
研
究
所

『

東
洋
学
研
究』

編
集
委
員
／
文
学
部
予
算
委
員
会
委
員
／
文
学
部
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
委
員
会

委
員

＜

社
会
的
活
動＞

講
座

｢

シ
ヴ
ァ
神
が
見
下
ろ
す
氷
の
世
界｣

(

東
洋
大
学
生
涯
学
習
セ
ン

タ
ー
公
開
講
座
・
エ
ク
ス
テ
ン
シ
ョ
ン
学
習
講
座
Ｂ＜
東
洋
思
想
へ
の

誘
い

―

イ
ン
ド
哲
学
・
仏
教
の
エ
ッ
セ
ン
ス
を
探
る＞
、
平
成
二
十

一
年
五
月
二
十
三
日
、
東
洋
大
学
白
山
キ
ャ
ン
パ
ス)

岩
井
昌
悟

＜

論
文＞

｢
P

a
t・h

a
m

a
s
a

m
b

o
d

h
i

第
一
四
章：

P
arinibba‾ nakatha‾

訳
注
研
究

(

１)｣
(

単
著
、『

東
洋
学
論
叢』

第
三
四
号＜

｢

東
洋
大
学
文
学
部
紀
要｣

第
六
二
集＞

、
平
成
二
十
一
年
三
月
三
十
日
、
八
一
〜
九
五
頁)

｢

釈
尊
雨
安
居
地
伝
承
の
検
証｣

(

単
著
、『

原
始
仏
教
聖
典
資
料
に
よ
る

釈
尊
伝
の
研
究』

、
平
成
二
十
一
年
五
月
七
日
、
九
九
〜
一
三
三
頁)

｢

マ
ー
ラ
の
變
容

―

死
魔
か
ら
他
化
自
在
天
へ｣

(

単
著
、『

印
度
学
仏

教
学
研
究』

第
五
八
巻
第
一
号
、
平
成
二
十
一
年
十
二
月
二
十
日
、
三

五
九
〜
三
六
四
頁)

＜

そ
の
他＞

｢

釈
尊
の
生
涯
と
教
え｣

・｢

仏
典
の
成
立
と
部
派
仏
教｣

・｢

ア
シ
ョ
ー
カ

王
と
カ
ニ
シ
ュ
カ
王｣

・｢

ス
リ
ラ
ン
カ
仏
教
史｣

・｢

東
南
ア
ジ
ア
の
仏

教｣
(

単
著
、『

大
法
輪』

七
月
号＜

特
集

―

こ
れ
で
わ
か
る
仏
教
の

歴
史＞

、
平
成
二
十
一
年
六
月
八
日
、
六
〇
、
六
一
、
六
四
、
八
〇
、

八
一
頁)

＜

書
評＞

竹
村
牧
男

『

入
門

哲
学
と
し
て
の
仏
教』

(

講
談
社
現
代
新
書
、
平
成

二
十
一
年
四
月
二
十
日
刊)

、｢

じ
つ
は
モ
ダ
ン
な
仏
教
の

｢

知｣｣
(

単

著
、『

在
家
仏
教』

七
月
号
、
平
成
二
十
一
年
七
月
一
日
、
六
八
〜
六

九
頁)

＜

学
会
活
動＞

所
属
学
会
な
ら
び
に
役
職

日
本
印
度
学
仏
教
学
会

(

会
員)

／
日
本
宗
教
学
会

(

会
員)

／
日
本
佛

教
学
会

(

会
員)

／
仏
教
思
想
学
会

(

会
員)

／
パ
ー
リ
学
仏
教
文
化
学

会
(

普
通
会
員)

研
究
発
表

｢

マ
ー
ラ
の
変
容

―

死
魔
か
ら
他
化
自
在
天
へ｣

、
日
本
印
度
学
仏
教
学
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会
第
六
〇
回
学
術
大
会
、
平
成
二
十
一
年
九
月
八
日
、
大
谷
大
学

学
会
参
加

日
本
宗
教
学
会
第
六
八
回
学
術
大
会
に
参
加
、
平
成
二
十
一
年
九
月
十

一
日
〜
十
三
日
、
京
都
大
学

＜

研
究
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
へ
の
参
加＞

｢

東
洋
に
お
け
る
聖
地
信
仰
の
研
究：

ヒ
ン
ド
ゥ
ー
教
と
仏
教
に
お
け
る

聖
地
巡
礼
成
立
の
要
件｣

(

平
成
二
十
一
年
度
東
洋
学
研
究
所
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
、
研
究
代
表
者：
宮
本
久
義

[

東
洋
大
学]

、
研
究
分
担
者)

＜

教
育
活
動＞

学
内
担
当
科
目

学

部：

イ
ン
ド
学
仏
教
学
演
習
⑤

(
Ⅰ
部)

イ
ン
ド
仏
教
の
あ
ゆ
み
Ａ
・
Ｂ
(
Ⅰ
・
Ⅱ
部)

パ
ー
リ
文
献
を
読
む
Ａ
・
Ｂ

(

Ⅰ
部)

初
期
仏
教
の
思
想

(

Ⅱ
部)

イ
ン
ド
学
仏
教
学
演
習
⑩

(

Ⅱ
部)

宗
教
を
め
ぐ
る
諸
問
題
Ａ
・
Ｂ

(

Ⅰ
・
Ⅱ
部
乗
り
入
れ)

二
回
担
当

｢

初
期
仏
教
教
団
の
羯
磨｣

(

五
月
九
日
、
六
時
限)

｢

世
間
と
出
世
間｣

(

十
月
十
日
、
六
時
限)

＜

大
学
・
学
部
管
理
・
運
営
活
動＞

入
試
委
員
会
委
員
／
情
報
機
器
運
営
委
員
会
委
員
／
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
委
員

／
東
洋
学
研
究
所
研
究
員

＜

社
会
的
活
動＞

講
座

｢

初
期
仏
教
の
女
性
た
ち｣

(

東
洋
大
学
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
公
開

講
座
・
エ
ク
ス
テ
ン
シ
ョ
ン
学
習
講
座
Ｂ＜

東
洋
思
想
へ
の
誘
い

―

イ
ン
ド
哲
学
・
仏
教
の
エ
ッ
セ
ン
ス
を
探
る＞

、
平
成
二
十
一
年
十
月

三
日
、
東
洋
大
学
白
山
キ
ャ
ン
パ
ス)

― ―110



平
成
二
十
一
年
度
演
習
ゼ
ミ
活
動
報
告

沼
田
一
郎

イ
ン
ド
学
仏
教
学
演
習
①

①
テ
ー
マ

｢

イ
ン
ド
古
代
史
の
基
礎
知
識｣

②
メ
ン
バ
ー

幹
事：
樺
山
祐

(

三
年
生)

、(

幹
事
を
除
く)

四
年
生
一
四

名
、
三
年
生
九
名
、
二
年
生
一
一
名

③
活
動
報
告

今
年
度
は

『

南
ア
ジ
ア
史
１

先
史
・
古
代』

(

山
川
出
版
社)

を
講
読

し
た
。
古
代
史
の
概
説
と
し
て
は
最
新
の
成
果
で
あ
る
し
、
何
よ
り
日
本
語

文
献
で
あ
る
の
で
内
容
の
理
解
と
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
に
重
点
を
置
く
こ

と
が
で
き
た
と
思
う
。
何
と
か
マ
ウ
リ
ヤ
王
朝
ま
で
進
ん
だ
の
で
、
来
年
度

も
継
続
し
た
い
。
こ
の
ほ
か
に
は
研
究
発
表
と
卒
論
指
導
が
ゼ
ミ
活
動
の
柱

で
あ
る
。
前
者
に
つ
い
て
は
、
三
年
生
の
段
階
か
ら
卒
論
を
視
野
に
入
れ
た

内
容
を
要
求
す
る
べ
き
で
あ
る
と
感
じ
た
次
第
で
あ
る
。
後
者
の
卒
業
論
文

に
つ
い
て
は
、
で
き
る
だ
け
早
い
時
期
に
テ
ー
マ
を
発
見
す
る
こ
と
、
そ
し

て
そ
れ
に
つ
い
て
教
員
と
の
討
論
を
通
し
て
深
く
掘
り
下
げ
る
こ
と
を
要
求

し
た
。

今
年
度
か
ら
の
新
し
い
試
み
と
し
て
は
、｢

イ
ン
ド
地
誌｣

が
あ
る
。
こ

れ
は
メ
ン
バ
ー
が
任
意
に
選
ん
だ
州
、
都
市
等
に
つ
い
て
の
情
報
を
最
大
限

収
集
し
て
報
告
す
る
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
充
実
し
た
発
表
も
あ
っ
た
が
、

出
所
不
明
の
ウ
ェ
ブ
情
報
や
旅
行
ガ
イ
ド
に
安
易
に
頼
る
者
も
い
た
こ
と
は

残
念
で
あ
る
。

宮
本
久
義

イ
ン
ド
学
仏
教
学
演
習
②

①
テ
ー
マ

｢

イ
ン
ド
思
想
研
究｣

②
メ
ン
バ
ー

(

春
学
期)

幹
事：

籾
山
擁
也
、
副
幹
事：

塩
澤
花
野
、(

幹

事
を
除
く)

四
年
生
一
一
名
、
三
年
生
一
〇
名
、
二
年
生
一
一
名
、(

秋

学
期)

幹
事：

塩
澤
花
野
、
副
幹
事：

大
川
詩
織
、(

幹
事
を
除
く)

四

年
生
一
二
名
、
三
年
生
一
〇
名
、
二
年
生
一
〇
名

③
活
動
報
告

本
年
度
も
昨
年
と
同
じ
く
各
班
が
年
間
を
通
し
て
研
究
す
る
テ
ー
マ
を
決

め
、
そ
れ
に
関
連
す
る
サ
ン
ス
ク
リ
ッ
ト
原
典
あ
る
い
は
外
国
語
文
献
の
一

部
を
読
解
す
る
こ
と
を
課
題
と
し
た
。
哲
学
班
は
六
派
哲
学
の
研
究
に
取
り

組
み
、
特
に
サ
ー
ン
キ
ヤ
学
派
、
ヨ
ー
ガ
学
派
に
つ
い
て
、
因
中
有
果
論
な

ど
各
論
に
つ
い
て
も
詳
し
く
追
究
し
た
。
テ
ク
ス
ト
は

『

ヨ
ー
ガ
・
ス
ー
ト

ラ』

を
選
び
、
冒
頭
部
分
を
ヴ
ィ
ヤ
ー
サ
の
註
釈
と
と
も
に
解
読
し
た
。
神

話
班
は
ヒ
ン
ド
ゥ
ー
教
の
聖
地
と
神
話
を
テ
ー
マ
と
し
、
四
大
神
領
、
カ
イ

ラ
ー
ス
、
バ
ナ
ー
ラ
ス
、
コ
ナ
ー
ラ
ク
、
エ
ロ
ー
ラ
な
ど
の
聖
地
と
そ
こ
に

ま
つ
わ
る
神
話
の
関
係
を
探
っ
た
。
ま
た

｢

聖
地
と
ク
リ
シ
ュ
ナ
神
話
に
ま

つ
わ
る
女
性
達｣

な
ど
興
味
深
い
発
表
も
行
っ
た
。
文
化
班
は
食
文
化
を
取

り
上
げ
、
地
方
に
よ
る
メ
ニ
ュ
ー
や
食
習
慣
の
違
い
や
食
事
に
関
す
る
タ
ブ
ー
、

さ
ら
に
世
界
の
他
の
食
文
化
と
の
比
較
も
行
っ
た
。
文
学
班
は
イ
ン
ド
の
説

話
文
学
を
テ
ー
マ
と
し
、『

ヒ
ト
ー
パ
デ
ー
シ
ャ』

や

『

屍
鬼
二
十
五
話』

、
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『
鸚
鵡
七
十
話』

な
ど
の
中
で
、｢

財
・
実
利｣

や

｢

宗
教｣

や

｢

社
会｣

が

ど
う
捉
え
ら
れ
て
い
る
か
を
追
究
し
た
。
今
年
度
は
四
年
生
の
卒
業
論
文
中

間
発
表
と
と
も
に
、
三
年
生
、
二
年
生
に
も
各
自
の
卒
業
論
文

(

制
作)

に

向
け
て
の
中
間
構
想
を
発
表
し
て
も
ら
う
こ
と
に
し
た
。
皆
、
興
味
の
も
て

る
研
究
対
象
を
必
死
に
見
つ
け
よ
う
と
す
る
過
程
で
、
多
く
の
テ
ク
ス
ト
や

参
考
文
献
に
当
た
り
、
教
員
の
期
待
に
応
え
て
く
れ
た
。

夏
期
の
研
修
合
宿
は
八
月
二
十
日
か
ら
二
十
二
日
ま
で
、
富
士
見
高
原
セ

ミ
ナ
ー
ハ
ウ
ス
で
行
っ
た
。
授
業
期
間
中
と
は
違
っ
て
、
時
間
を
か
け
て
準

備
さ
れ
た
班
発
表
は
質
・
量
と
も
に
聴
き
ご
た
え
が
あ
り
、
ま
た
ゼ
ミ
生
間

の
親
睦
を
深
め
る
こ
と
が
で
き
た
。

橋
本
泰
元

イ
ン
ド
学
仏
教
学
演
習
③

①
テ
ー
マ

｢

ヒ
ン
ド
ゥ
ー
教
思
想
研
究｣

②
メ
ン
バ
ー

ゼ
ミ
長：

松
本
惠
利
子

(

三
年
生)

、
副
ゼ
ミ
長：

小
山
�

子

(

三
年
生)

、
他
四
年
生
八
名
、
三
年
生

(

正
副
ゼ
ミ
長
を
除
く)

八

名
、
二
年
生
八
名

③
活
動
報
告

昨
年
度
に
引
き
続
き
、
初
め
の
数
回
で
本
ゼ
ミ
の
授
業
の
主
旨
、
資
料
概

説
、
卒
業
論
文
を
視
野
に
入
れ
た
論
文
執
筆
方
法
な
ど
を
講
義
し
た
。
そ
の

な
か
で
、
大
勢
の
ゼ
ミ
生
を
、
そ
れ
ぞ
れ
の
関
心
に
従
っ
て
大
き
く
思
想
班

(

ヒ
ン
ド
ゥ
ー
教
思
想)

、
神
話
班
、
儀
礼
班

(

ヒ
ン
ド
ゥ
ー
教
民
間
儀
礼)

、

文
化
班

(

ヒ
ン
ド
ゥ
ー
教
女
神
信
仰)

の
四
班
に
分
け
た
。

こ
れ
ら
の
班
は
昨
年
度
を
ほ
ぼ
継
承
し
て
い
る
の
で
、
各
班
に
お
け
る
発

表
と
レ
ジ
ュ
メ
の
作
成
な
ど
の
提
示
方
法
も
徐
々
に
よ
く
な
っ
て
き
た
と
思

う
。
し
か
し
、
昨
年
度
の
反
省
点
と
同
じ
で
あ
る
が
、
参
考
資
料
の
ほ
と
ん

ど
が
邦
文
文
献
で
あ
り
、
ヒ
ン
ド
ゥ
ー
教
に
関
わ
る
原
典
を
読
み
資
料
を
批

判
的
に
読
む
と
い
う
訓
練
に
な
か
な
か
取
り
組
め
な
か
っ
た
。
た
だ
、
今
年

度
は
、D

avid
K
insley,

H
in

d
u

G
o
d

d
e
s
s
e
s

と
い
う
ヒ
ン
ド
ゥ
ー
教
女

神
研
究
の
古
典
的
名
著
の
輪
読
を
再
開
す
る
こ
と
が
で
き
、
ま
た
発
展
し
つ

つ
あ
る
イ
ン
ド
巨
大
企
業
の
背
景
を
な
す
宗
教
的
倫
理
観
を
探
る
個
人
発
表

が
行
わ
れ
、
さ
ら
に
ヒ
ン
ド
ゥ
ー
・
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
再
考
な
ど
に
関
す
る

非
常
に
意
識
の
高
い
発
表
も
あ
り
、
喜
ば
し
い
傾
向
で
あ
っ
た
。

こ
の
自
主
的
研
究
発
表
と
平
行
し
て
、
四
年
生
の
卒
業
論
文
あ
る
い
は
卒

業
制
作
の
中
間
発
表
も
行
っ
た
。
四
年
生
の
半
分
は
夏
期
研
修
合
宿
に
て
行
っ

た
。
今
年
度
も
、
参
加
者
数
が
多
か
っ
た
せ
い
か
大
学
セ
ミ
ナ
ー
ハ
ウ
ス
に

予
約
で
き
ず
、
今
年
度
は
八
王
子
に
あ
る
大
学
セ
ミ
ナ
ー
ハ
ウ
ス
に
て
九
月

二
十
四
日
〜
二
十
六
日
の
二
泊
三
日
で
充
実
し
た
夏
期
研
修
を
行
え
た
。

渡
辺
章
悟

イ
ン
ド
学
仏
教
学
演
習
④

①
テ
ー
マ

｢

大
乗
仏
教
の
研
究｣

②
メ
ン
バ
ー

幹
事：

山
本
耕
平

(

四
年
生)

、
上
田
智
仁

(

三
年
生)

、

(
幹
事
を
除
く)

四
年
生
三
名
、
三
年
生
七
名
、
二
年
生
三
名

③
活
動
報
告

本
ゼ
ミ
は
大
乗
仏
教
の
研
究
を
テ
ー
マ
と
す
る
が
、
そ
の
分
野
は
イ
ン
ド
・
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中
国
・
日
本
と
広
く
捉
え
、
分
野
を
限
定
せ
ず
に
多
様
な
視
点
か
ら
仏
教
研

究
を
行
う
こ
と
を
目
指
し
て
い
る
。
ゼ
ミ
の
進
め
方
は
、
毎
回
特
定
の
テ
ー

マ
を
決
め
て
各
自
が
研
究
発
表
を
行
う
方
法
を
と
っ
て
い
る
。
こ
れ
は
学
生

の
意
欲
的
な
研
究
活
動
を
促
進
す
る
た
め
で
あ
り
、
調
査
し
、
纏
め
、
発
表

す
る
と
い
う
訓
練
を
兼
ね
て
い
る
。

本
年
も
最
初
に
担
当
者
が
運
営
方
針
や
ら
大
乗
仏
教
の
概
要
を
説
明
し
、

そ
の
後
に
は
す
で
に
経
験
の
あ
る
四
年
生
と
三
年
生
か
ら
実
際
に
個
人
研
究

を
中
心
と
し
た
研
究
発
表
を
行
っ
た
。
今
年
の
ゼ
ミ
は
構
成
人
数
か
ら
い
っ

て
三
年
生
が
主
体
で
あ
り
、
昨
年
度
の
経
験
も
あ
る
の
で
、
発
表
に
つ
い
て

は
問
題
な
い
と
考
え
て
い
た
が
、
ま
だ
ま
だ
纏
め
方
、
ハ
ン
ド
ア
ウ
ト
の
作

り
方
な
ど
が
未
熟
で
、
学
科
で
纏
め
た
研
究
発
表
の
仕
方
の
資
料
な
ど
を
参

考
に
し
て
、
何
度
か
指
導
し
な
が
ら
進
め
た
。
本
ゼ
ミ
の
方
法
か
ら
し
て
、

ど
う
し
て
も
全
体
と
し
て
の
研
究
が
散
漫
に
な
る
傾
向
が
あ
る
が
、
こ
れ
は

今
後
の
課
題
で
あ
る
。

ま
た
、
発
表
は
個
人
差
が
甚
だ
し
く
、
学
習
意
欲
の
差
が
如
実
に
表
れ
る

も
の
で
あ
る
。
自
分
の
発
表
以
外
は
関
心
を
持
た
ず
、
欠
席
し
が
ち
な
ゼ
ミ

生
も
少
な
か
ら
ず
い
た
の
は
残
念
で
あ
る
。

夏
休
み
の
合
宿
は
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
た
め
に
当
局
か
ら
指
導
が
あ
り
、

急
遽
中
止
と
な
っ
た
。
夏
合
宿
は
ゼ
ミ
生
相
互
の
距
離
を
近
づ
け
る
最
も
良

い
機
会
で
あ
っ
た
の
に
残
念
で
あ
っ
た
。

い
ず
れ
に
せ
よ
、
今
年
の
ゼ
ミ
の
反
省
を
来
年
に
活
か
し
て
、
来
年
は
も

う
少
し
実
り
あ
る
ゼ
ミ
活
動
に
し
た
い
と
切
に
念
願
し
て
い
る
。

岩
井
昌
悟

イ
ン
ド
学
仏
教
学
演
習
⑤

①
テ
ー
マ

｢

原
始
仏
教
研
究｣

②
メ
ン
バ
ー

(

春
学
期)

幹
事：

小
倉
麻
由

(

四
年
生)

、(

幹
事
を
除
く)

四
年
生
一
名
、
三
年
生
六
名
、
二
年
生
二
名
、(

秋
学
期)

幹
事：

吉
田

泰
斗

(

三
年
生)

、(

幹
事
を
除
く)

四
年
生
二
名
、
三
年
生
五
名
、
二
年

生
二
名

③
活
動
報
告

本
年
度
も
昨
年
度
を
踏
襲
し
、
最
初
に
指
導
教
員
が
原
始
仏
教
聖
典
に
つ

い
て
概
説
し
、
そ
の
後
は
、
卒
業
論
文
・
卒
業
制
作
を
視
野
に
入
れ
た

｢

個

人
研
究｣

と
、
ゼ
ミ
生
全
員
に
よ
る

｢

共
同
研
究｣

の
二
本
立
て
と
し
、
個

人
研
究
の
報
告
が
一
巡
し
た
ら
、
共
同
研
究
の
発
表
に
移
り
、
そ
れ
が
終
わ

る
と
ま
た
個
人
研
究
に
戻
る
と
い
う
形
で
、
両
研
究
を
交
互
に
進
め
た
。
な

お

｢

共
同
研
究｣

と
は
い
っ
て
も
各
人
が
主
体
的
に
同
一
テ
ー
マ
に
と
り
く

む
形
で
あ
り
、
グ
ル
ー
プ
別
の
研
究
で
は
な
い
。

本
年
度
に
設
け
た
共
同
研
究
テ
ー
マ
は

｢

原
始
仏
教
に
お
け
る
自
発
性
・

能
動
性
の
評
価｣

と
い
う
も
の
で
あ
っ
た
。
こ
の
問
題
を
明
ら
か
に
す
べ
く
、

各
ゼ
ミ
生
が
分
担

(

南
伝
大
蔵
経
で
一
人
三
〜
四
冊)

し
て
パ
ー
リ
聖
典
を

翻
訳
に
よ
っ
て
読
み
進
め
、
毎
回
読
ん
だ
箇
所
か
ら
共
同
研
究
テ
ー
マ
に
関

連
す
る
な
ん
ら
か
の
発
表
を
行
っ
た
。
翻
訳
を
通
し
て
で
も
、
と
に
か
く
聖

典
に
直
接
触
れ
て
も
ら
い
た
い
と
い
う
意
図
が
指
導
教
員
側
に
あ
り
、
そ
の

点
は
達
成
で
き
た
で
あ
ろ
う
。

課
外
活
動
は
四
月
二
十
四
日
に
新
ゼ
ミ
生
歓
迎
コ
ン
パ
を
行
っ
た
。
夏
期
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合
宿
に
つ
い
て
は
、
残
念
な
が
ら
セ
ミ
ナ
ー
ハ
ウ
ス
の
選
に
も
れ
た
た
め
、

九
月
二
十
七
日
に
大
学
内
で
発
表
会
を
行
い
、
終
了
後
に
コ
ン
パ
を
行
っ
た
。

発
表
会
は
四
年
生
の
卒
論
中
間
報
告
が
中
心
で
あ
る
が
、
三
、
二
年
生
に
も

個
人
研
究
の
発
表
を
し
て
も
ら
っ
た
。

四
年
生
二
人
が
卒
業
論
文
を
提
出
し
た
。
小
倉
麻
由
さ
ん
の

｢

原
始
仏
教

聖
典
に
於
け
る
釈
尊
の
臨
終｣

が
東
洋
大
学
校
友
会
学
生
研
究
奨
励
基
金
・

学
生
研
究
奨
励
賞
を
受
賞
し
た
。

伊
吹

敦

イ
ン
ド
学
仏
教
学
演
習
⑥

①
テ
ー
マ

｢

禅
思
想
研
究｣

②
メ
ン
バ
ー

幹
事：

加
藤
佳
樹

(

四
年
生)
、(
幹
事
を
除
く)

四
年
生
三

名
、
三
年
生
五
名
、
二
年
生
三
名

③
活
動
報
告

本
年
度
は
、
前
期
は
昨
年
度
に
続
き

『

正
法
眼
蔵
随
聞
記』
、
後
期
は

『

宝
慶
記』

を
そ
れ
ぞ
れ
輪
読
し
た
。
い
ず
れ
も
、
テ
キ
ス
ト
を
適
当
に
区

切
り
、
担
当
者
を
決
め
て
、
各
自
作
成
し
た
レ
ジ
ュ
メ
に
基
づ
い
て
発
表
を

し
て
も
ら
っ
た
。

『

正
法
眼
蔵
随
聞
記』

は
、
道
元
の
弟
子
、
懐
奘
が
師
の
説
示
を
記
録
し

た
も
の
で
あ
る
が
、
道
元
の
禅
思
想
の
み
で
な
く
、
興
聖
寺
時
代
の
初
期
曹

洞
宗
教
団
の
実
態
を
伝
え
る
と
い
う
点
で
極
め
て
興
味
深
い
テ
キ
ス
ト
で
あ

る
。
そ
の
た
め
、
禅
思
想
が
歴
史
の
中
で
ど
の
よ
う
な
意
味
を
も
っ
た
か
等

を
考
え
な
が
ら
授
業
を
進
め
た
。
そ
の
点
で
は
、
多
少
な
り
と
も
成
果
は
あ
っ

た
と
思
う
。

た
だ
、
学
生
の
取
り
組
み
は
必
ず
し
も
充
分
で
は
な
く
、
解
説
本
を
そ
の

ま
ま
コ
ピ
ー
し
た
よ
う
な
レ
ジ
ュ
メ
が
し
ば
し
ば
見
ら
れ
た
。
演
習
で
は
、

自
分
で
読
み
、
考
え
る
力
を
養
う
べ
き
な
の
だ
が
、
な
か
な
か
改
善
が
見
ら

れ
な
か
っ
た
こ
と
は
残
念
で
あ
る
。

卒
論
指
導
は
随
時
行
っ
た
が
、
学
生
の
取
り
組
み
は
決
し
て
十
分
で
な
く
、

で
き
あ
が
っ
た
卒
論
も
、
問
題
点
の
多
い
も
の
が
目
立
っ
た
。
卒
論
指
導
を

も
っ
と
組
織
的
・
計
画
的
な
も
の
と
し
て
、
一
定
の
水
準
に
保
つ
必
要
性
を

痛
感
し
た
。

課
外
活
動
と
し
て
は
、
学
生
の
希
望
に
沿
っ
て
、
夏
季
休
暇
中
に
東
京
国

立
博
物
館
を
訪
れ
た
。
来
た
こ
と
の
あ
る
学
生
が
極
め
て
少
な
い
の
に
驚
い

た
が
、
い
い
経
験
に
な
っ
た
も
の
と
思
う
。

竹
村
牧
男

イ
ン
ド
学
仏
教
学
演
習
⑦

①
テ
ー
マ

｢

平
安
時
代
ま
で
の
日
本
仏
教
の
思
想
に
つ
い
て｣

②
メ
ン
バ
ー

幹
事：

尾
鼻
源
太

(

四
年
生)

、
副
幹
事：

高
橋
侑
子

(

三

年
生)

、(

幹
事
を
除
く)

四
年
生
九
名
、
三
年
生
五
名
、
二
年
生
六
名

③
活
動
報
告

本
年
度
は
、｢

平
安
時
代
ま
で
の
日
本
仏
教
の
思
想
に
つ
い
て｣

を
テ
ー

マ
に
ゼ
ミ
を
行
っ
た
。
た
だ
し
四
年
生
は
、
卒
論
研
究
を
優
先
し
、
卒
論
の

テ
ー
マ
で
発
表
を
し
て
も
ら
っ
た
。
初
め
に
私

(

竹
村)

が
三
回
ほ
ど
講
義

を
行
い
、
つ
い
で
四
年
生
の
卒
論
構
想
発
表
を
行
っ
た
。
三
年
生
・
二
年
生
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は
、
テ
ー
マ
に
沿
っ
て
の
発
表
で
あ
り
、
人
数
が
少
な
く
な
っ
た
こ
と
も
あ
っ

て
、
発
表
回
数
は
夏
季
の
ゼ
ミ
合
宿
の
自
由
発
表
を
含
め
、
春
学
期
・
秋
学

期
合
わ
せ
て
三
回
行
っ
て
も
ら
っ
た
。
発
表
内
容
は
、
聖
徳
太
子
の

『

十
七

条
憲
法』
と
源
信
の

『

往
生
要
集』

に
つ
い
て
が
比
較
的
多
く
、
さ
ら
に
空

海
や
覚
鑁
な
ど
に
つ
い
て
の
発
表
も
あ
っ
た
。
特
に
二
年
生
は
準
備
も
よ
く
、

大
変
し
っ
か
り
し
た
発
表
を
し
て
く
れ
て
、
今
後
に
大
い
に
期
待
が
持
て
た
。

一
方
、
三
年
生
は
発
表
に
慣
れ
て
き
た
は
ず
な
の
に
、
あ
ま
り
進
歩
が
見
ら

れ
な
い
場
合
も
あ
っ
た
の
は
残
念
で
あ
り
、
一
段
の
精
励
が
期
待
さ
れ
る
。

秋
学
期
末
に
は
発
表
が
ほ
ぼ
終
了
し
た
の
で
、
再
び
私
が
法
然
・
親
鸞
の
浄

土
教
に
つ
い
て
講
義
を
行
っ
た
。

年
間
の
行
事
と
し
て
、
四
月
に
は
歓
迎
コ
ン
パ
を
行
い
、
夏
休
み
に
は
鴨

川
の
セ
ミ
ナ
ー
ハ
ウ
ス
で
二
泊
三
日
の
ゼ
ミ
合
宿
を
行
な
っ
た
。
参
加
者
は

九
名

(

四
年
生
三
名
、
三
年
生
二
名
、
二
年
生
四
名)
で
あ
り
、
二
日
に
分

け
て
そ
れ
ぞ
れ
自
由
研
究
発
表
を
行
っ
た
ほ
か
、
鴨
川
シ
ー
ワ
ー
ル
ド
に
遊

ぶ
な
ど
し
た
。
ま
た
、
二
日
と
も
夕
食
後
の
懇
談
会
で
は
大
い
に
懇
親
を
深

め
た
。
私
は
、
来
年
度
以
降
、
し
ば
ら
く
ゼ
ミ
を
離
れ
る
こ
と
も
あ
り
、
私

に
と
っ
て
は
印
象
に
残
る
合
宿
と
な
っ
た
。
今
回
、
特
に
三
年
生
の
出
席
者

が
少
な
か
っ
た
こ
と
は
残
念
で
あ
る
。
一
月
、
新
年
会
を
行
い
、
三
月
に
は

追
い
出
し
コ
ン
パ
を
予
定
し
て
い
る
。

山
口
し
の
ぶ

イ
ン
ド
学
仏
教
学
演
習
⑧

①
テ
ー
マ

｢

密
教
研
究
お
よ
び
イ
ン
ド
・
仏
教
美
術
の
研
究｣

②
メ
ン
バ
ー

幹
事：

田
中

美
香

(

三
年
生)

、(

幹
事
を
除
く)

四
年
生

八
名
、
三
年
生
一
二
名
、
二
年
生
一
一
名

③
活
動
報
告

本
年
度
春
学
期
は
サ
ン
ス
ク
リ
ッ
ト
の
文
献
講
読
、
秋
学
期
は
個
人
発
表

を
中
心
に
ゼ
ミ
を
進
め
た
。
春
学
期
に
お
い
て
は
、
中
期
密
教
経
典
の
代
表

で
あ
る

『

金
剛
頂
経』

第
一
章

｢

金
剛
界
品｣

を
講
読
し
た
。
学
生
が
順
番

に
翻
訳
箇
所
を
分
担
し
、
和
訳
の
プ
リ
ン
ト
を
事
前
に
各
自
用
意
し
て
、
授

業
中
は
サ
ン
ス
ク
リ
ッ
ト
・
テ
キ
ス
ト
、
津
田
真
一
氏
の
和
訳
を
参
照
し
な

が
ら
翻
訳
作
業
を
行
っ
た
。
ま
た
テ
キ
ス
ト
の
成
立
過
程
や
背
景
と
な
る
知

識
等
に
つ
い
て
、
随
時
担
当
教
員
が
説
明
を
行
っ
た
。
日
本
密
教
に
お
い
て

も
基
本
と
さ
れ
、
ま
た
ネ
パ
ー
ル
、
チ
ベ
ッ
ト
等
で
も
重
要
視
さ
れ
て
い
る

の
で
こ
の
テ
キ
ス
ト
を
選
択
し
た
が
、
実
際
予
習
を
し
て
読
み
進
め
て
い
く

と
、
説
明
す
る
箇
所
が
多
く
、
講
読
と
し
て
の
量
は
少
な
く
な
り
が
ち
で
あ
っ

た
。
し
か
し
な
が
ら
、
本
ゼ
ミ
で
は
昨
年
度
よ
り
サ
ン
ス
ク
リ
ッ
ト
・
テ
キ

ス
ト
講
読
を
は
じ
め
た
の
で
、
三
年
生
以
上
の
学
生
た
ち
は
学
習
方
式
に
慣

れ
て
お
り
、
新
し
く
始
め
た
二
年
生
も
各
自
努
力
し
て
、
あ
る
程
度
の
訓
練

に
な
っ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

秋
学
期
は
、
各
自
で
興
味
の
あ
る
テ
ー
マ
を
決
定
し
、
口
頭
発
表
を
行
っ

た
。
四
年
生
は
卒
論
の
テ
ー
マ
に
沿
っ
て
発
表
を
行
っ
た
。
本
ゼ
ミ
で
は
仏

教
図
像
、
美
術
に
興
味
を
持
つ
学
生
た
ち
が
多
く
、
仏
像
の
様
式
の
研
究
、

立
体
曼
荼
羅
の
成
立
過
程
等
の
発
表
が
多
か
っ
た
。
そ
の
ほ
か
に
、
チ
ベ
ッ

ト
仏
教
の
ダ
ラ
イ
・
ラ
マ
に
関
す
る
発
表
、
密
教
の
観
想
法
、
女
神
信
仰
等

に
関
す
る
発
表
等
な
ど
も
行
わ
れ
た
。
今
年
度
特
筆
す
べ
き
点
は
、
現
地
調
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査
の
成
果
報
告
が
な
さ
れ
た
事
で
あ
る
。
内
容
は
、
タ
イ
の
仏
教
美
術
、
イ

ン
ド
の
チ
ベ
ッ
ト
文
化
圏
に
お
け
る
動
物
の
信
仰
、
タ
イ
の
仏
教
教
団
に
よ

る
タ
ー
ミ
ナ
ル
・
ケ
ア
の
実
態
の
三
件
で
あ
り
、
今
後
こ
の
種
の
発
表
が
増

え
て
い
く
こ
と
を
期
待
し
た
い
。

ま
た
平
成
二
十
一
年
九
月
七
日
か
ら
九
日
ま
で
、
群
馬
県
水
上
で
ゼ
ミ
合

宿
を
行
い
、
四
年
生
の
卒
論
中
間
報
告
お
よ
び
付
近
の
散
策
等
を
行
っ
た
。

宮
本
久
義

イ
ン
ド
学
仏
教
学
演
習
⑨

(

Ⅱ
部
・
二
年
生)

①
テ
ー
マ

｢

イ
ン
ド
思
想
・
文
化
の
研
究｣

②
メ
ン
バ
ー

幹
事：

大
森
崇
気
、
副
幹
事：
櫻
井
美
佳

(

幹
事
を
除
く)

二
年
生
四
名
、
四
年
生
二
名

③
活
動
報
告

ゼ
ミ
生
の
人
数
が
少
な
い
の
で
班
分
け
は
せ
ず
、
ヒ
ン
デ
ィ
ー
語
入
門
の

授
業
と
、
各
自
が
卒
論
に
向
け
て
、
今
関
心
の
あ
る
テ
ー
マ
を
選
ん
で
発
表

し
て
も
ら
う
二
本
立
て
で
進
め
る
こ
と
と
し
た
。
そ
れ
ぞ
れ
が
最
初
に
選
ん

だ
テ
ー
マ
は
、｢

イ
ン
ド
の
民
族
衣
装｣

、｢

欲｣

、｢

ヨ
ー
ガ
に
つ
い
て｣
、

｢

イ
ン
ド
古
典
芸
術｣

、｢

イ
ン
ド
の
昔
話
に
つ
い
て｣

、｢

ネ
パ
ー
ル
に
お
け

る
儀
礼｣

、｢

ア
ー
ユ
ル
ヴ
ェ
ー
ダ
と
食
事
療
法
に
つ
い
て｣

で
あ
る
。
回
を

重
ね
る
に
つ
れ
て
、
ヨ
ー
ガ
を
テ
ー
マ
と
し
た
学
生
は

｢

瞑
想
に
つ
い
て｣

、

民
族
衣
装
の
学
生
は

｢

サ
ー
リ
ー
の
種
類
に
つ
い
て｣

、
ネ
パ
ー
ル
の
儀
礼

に
取
り
組
ん
だ
学
生
は

｢

生
き
神
ク
マ
リ
に
つ
い
て｣

と
い
う
よ
う
に
、
問

題
意
識
の
深
化
が
見
ら
れ
た
。
発
表
者
は
出
席
者
の
コ
メ
ン
ト
を
聞
く
こ
と

に
よ
り
、
自
分
の
発
表
の
ど
こ
が
良
か
っ
た
か
、
説
明
不
足
の
点
は
ど
こ
か

が
わ
か
る
の
で
、
積
極
的
に
質
疑
応
答
を
す
る
よ
う
に
し
た
。
ヒ
ン
デ
ィ
ー

語
は
ま
ず
デ
ー
ヴ
ァ
ナ
ー
ガ
リ
ー
文
字
を
覚
え
る
こ
と
か
ら
は
じ
め
、
過
去

形
ま
で
進
め
る
こ
と
が
で
き
た
が
、
語
学
授
業
の
常
と
し
て
、
欠
席
し
た
学

生
を
ど
う
フ
ォ
ロ
ー
し
て
い
く
か
が
難
し
か
っ
た
。

夏
期
の
研
修
合
宿
は
八
月
二
十
四
日
か
ら
一
泊
二
日
で
、
富
士
見
高
原
セ

ミ
ナ
ー
ハ
ウ
ス
に
行
っ
た
。
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
に
罹
っ
た
学
生
を
除
い
て
普

段
出
席
し
て
い
る
学
生
全
員
が
参
加
し
た
の
で
、
こ
う
い
う
時
は
少
人
数
ゼ

ミ
の
良
さ
を
感
じ
る
こ
と
が
で
き
た
。

岩
井
昌
悟

イ
ン
ド
学
仏
教
学
演
習
⑩

(

Ⅱ
部
・
二
年
生)

①
テ
ー
マ

｢

仏
教
学
分
野｣

②
メ
ン
バ
ー

幹
事：

沖
殿
祐
貴

(

二
年
生)

、(

幹
事
を
除
く)

二
年
生

一
〇
名
、
三
年
生
一
名
、
四
年
生
七
名

③
活
動
報
告

春
学
期
は
舎
利
弗
、
目
連
を
は
じ
め
と
す
る

｢

仏
弟
子
た
ち
の
多
彩
さ｣

を
共
通
の
テ
ー
マ
と
し
て
設
定
し
、
各
自
仏
弟
子
一
人
を
分
担
し
、
研
究
発

表
を
行
っ
た
。
特
に
各
仏
弟
子
の
パ
ー
リ
名
・
サ
ン
ス
ク
リ
ッ
ト
名
・
漢
訳

名
、
出
家
の
動
機
、
入
滅
の
様
な
ど
に
焦
点
を
当
て
る
よ
う
促
し
た
。
秋
学

期
は
自
由
テ
ー
マ
で
個
人
研
究
発
表
を
行
っ
た
。
全
員
が
春
学
期
と
秋
学
期

に
そ
れ
ぞ
れ
一
回
ず
つ
発
表
を
行
っ
た
。

一
年
間
を
通
し
て
レ
ポ
ー
ト
作
成
方
法
の
指
導
が
主
で
あ
り
、
内
容
的
な
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こ
と
に
は
ほ
と
ん
ど
踏
み
込
む
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
が
、
昨
年
度
か
ら
の

問
題
点
と
し
て
、
ゼ
ミ
生
が
自
ら
選
ぶ
参
考
資
料
の
質
が
悪
く
、
良
書
を
参

照
す
る
学
生
が
少
な
い
こ
と
、
ま
た
剽
窃
に
な
ら
な
い
よ
う
、
典
拠
を
き
ち

ん
と
挙
げ
、
参
考
資
料
を
複
数
用
い
る
こ
と
を
義
務
付
け
る
と
、
発
表
が
単

な
る
複
数
の
資
料
の
パ
ッ
チ
ワ
ー
ク
に
な
っ
て
し
ま
い
、
独
自
の
文
脈
を
つ

く
る
こ
と
が
で
き
な
い
こ
と
な
ど
が
あ
っ
た
が
、
本
年
度
は
担
当
教
員
が
事

前
に
参
考
資
料
に
限
定
を
設
け
た
り
、
研
究
方
法
に
関
し
て
ア
ド
ヴ
ァ
イ
ス

を
与
え
た
り
な
ど
し
て
改
善
に
努
め
た
結
果
、
い
く
つ
か
優
れ
た
発
表
も
あ
っ

た
。

沼
田
一
郎

イ
ン
ド
哲
学
仏
教
学
演
習
⑪

(

Ⅱ
部
・
三
〜
四
年
生)

①
テ
ー
マ

｢

イ
ン
ド
思
想
研
究｣

②
メ
ン
バ
ー

幹
事：

山
崎
可
菜
絵

(

三
年
生)

、(

幹
事
を
除
く)

四
年
生

八
名
、
三
年
生
一
名

③
活
動
報
告

昨
年
に
続
い
て
参
加
者
は
少
な
い
が
、
問
題
意
識
が
明
確
で
、｢
ゼ
ミ｣

と
し
て
あ
る
べ
き
姿
と
言
え
よ
う
。
個
人
発
表
が
中
心
で
あ
り
、
そ
れ
に
基

づ
い
た
卒
業
論
文
は
い
ず
れ
も
高
い
水
準
で
あ
る
。
質
疑
応
答
も
活
発
で
あ

り
、
卒
論
の
質
を
高
め
る
の
に
大
き
く
貢
献
し
た
。
優
秀
論
文
が
複
数
出
た

の
も
当
然
と
言
え
る
か
も
し
れ
な
い
。
三
年
生
の
う
ち
一
名
は
来
年
度
卒
業

論
文
に
挑
戦
す
る
意
向
で
あ
り
、
成
果
が
期
待
さ
れ
る
。
サ
ン
ス
ク
リ
ッ
ト

の
講
読
で
は
ラ
ン
マ
ン
の
読
本
を
用
い
た
。

伊
吹

敦

イ
ン
ド
哲
学
仏
教
学
演
習
⑫

(

Ⅱ
部
・
三
〜
四
年
生)

①
テ
ー
マ

｢

禅
思
想
研
究｣

②
メ
ン
バ
ー

幹
事：

大
滝
彩
加

(

四
年
生)

、(

幹
事
を
除
く)

四
年
生
六

名
、
三
年
生
六
名

③
活
動
報
告

本
年
度
は
、
昨
年
度
に
続
き
、『

正
法
眼
蔵
随
聞
記』

を
テ
キ
ス
ト
に
輪

読
を
行
う
と
と
も
に
、
卒
論
の
進
捗
状
況
を
把
握
す
る
た
め
に
発
表
会
を
定

期
的
に
開
き
、
論
文
指
導
を
充
実
さ
せ
る
よ
う
努
め
た
。

そ
の
か
い
あ
っ
て
か
、
完
成
し
た
卒
論
は
な
か
な
か
す
ぐ
れ
た
も
の
が
多

く
、
結
果
と
し
て
二
名
が
賞
の
対
象
と
な
っ
た
。
ま
た
、『

正
法
眼
蔵
随
聞

記』

を
研
究
対
象
と
す
る
卒
論
も
二
篇
見
ら
れ
、
テ
キ
ス
ト
の
輪
読
が
そ
れ

な
り
の
成
果
を
挙
げ
た
こ
と
を
実
感
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

た
だ
こ
れ
は
、
こ
の
テ
キ
ス
ト
の
特
性
、
即
ち
、
単
に
禅
思
想
そ
の
も
の

を
表
現
す
る
の
み
で
な
く
、
社
会
と
の
関
係
と
い
う
歴
史
的
な
側
面
を
も
伝

え
て
い
る
と
い
う
点
に
負
う
と
こ
ろ
が
大
き
い
よ
う
に
も
思
え
る
。
今
後
も
、

こ
う
し
た
多
面
的
な
考
察
を
可
能
に
す
る
素
材
を
積
極
的
に
テ
キ
ス
ト
に
選

ん
で
行
く
つ
も
り
で
あ
る
。

課
外
活
動
と
し
て
は
、
コ
ン
パ
を
行
っ
た
程
度
で
あ
っ
た
。
合
宿
な
ど
も

で
き
れ
ば
よ
か
っ
た
が
、
諸
般
の
事
情
の
た
め
果
た
せ
な
か
っ
た
の
は
遺
憾

で
あ
る
。
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平
成
二
十
一
年
度
開
講
科
目

・
授
業
名
、
サ
ブ
タ
イ
ト
ル
、
担
当
者
の
順
に
記
す
。

・
平
成
二
十
一
年
度
以
降
の
新
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
と
平
成
二
十
年
度
以
前
の
旧

カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
の
間
で
、
授
業
の
名
称
に
変
更
が
あ
っ
た
も
の
に
つ
い
て

は
、
新
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
の
名
称
を
掲
載
し
た
。

・
通
年
科
目
は
Ａ

(

春
学
期)
・
Ｂ

(

秋
学
期)

に
分
か
れ
る
が
、
担
当
者

が
同
一
で
あ
り
、
か
つ
、
サ
ブ
タ
イ
ト
ル
が
春
秋
通
じ
て
同
一
の
場
合
、

そ
の
区
分
は
省
略
し
て
記
し
た
。

・
た
だ
し
、
半
期
の
み
の
授
業
に
つ
い
て
は
《
春
》《
秋
》
と
表
記
し
た
。

・
担
当
者
お
よ
び
《
春
》《
秋
》
の
授
業
区
分
に
付
し
た
カ
ッ
コ
内
の
数
字

は
、
そ
れ
ぞ
れ
Ⅰ
部
・
Ⅱ
部
の
区
別
を
示
す
。
カ
ッ
コ
が
付
さ
れ
て
い
な

い
も
の
は
、
Ⅰ
部
Ⅱ
部
隔
年
開
講
の
科
目
か
、
Ⅰ
部
・
Ⅱ
部
の
担
当
者
が

同
一
で
あ
る
こ
と
を
示
す
。

＜

学
部＞

(

五
十
音
順)

イ
ス
ラ
ー
ム
と
は
何
か
《
秋
》(

イ
ス
ラ
ー
ム
の
と
ら
え
方)

後
藤

明

イ
ン
ド
学
仏
教
学
へ
の
誘
い
Ａ

(

イ
ン
ド
学
分
野)

橋
本
泰
元

(

Ⅰ)

イ
ン
ド
学
仏
教
学
へ
の
誘
い
Ａ

(

仏
教
研
究
入
門)

渡
辺
章
悟

(

Ⅱ)

イ
ン
ド
学
仏
教
学
へ
の
誘
い
Ｂ

(

イ
ン
ド
学
分
野)

渡
辺
章
悟

(

Ⅱ)

イ
ン
ド
学
仏
教
学
へ
の
誘
い
Ｂ

(

仏
教
研
究
入
門)

伊
吹

敦

(

Ⅰ)

イ
ン
ド
現
代
思
想
《
春
》(

イ
ン
ド
近
・
現
代
の
宗
教
思
想
家)

宮
本
久
義

イ
ン
ド
古
典
哲
学

(

イ
ン
ド
古
典
哲
学
概
説)

沼
田
一
郎

(

Ⅱ)

イ
ン
ド
古
典
哲
学

(

イ
ン
ド
思
想
史)

宮
本
久
義

(

Ⅰ)

イ
ン
ド
学
仏
教
学
演
習
①

(

イ
ン
ド
古
代
史
の
基
礎
知
識)

沼
田
一
郎

(

Ⅰ)

イ
ン
ド
学
仏
教
学
演
習
②

(

イ
ン
ド
思
想
研
究)

宮
本
久
義

(

Ⅰ)

イ
ン
ド
学
仏
教
学
演
習
③

(

中
世
ヒ
ン
ド
ゥ
ー
教
思
想
研
究)橋

本
泰
元

(

Ⅰ)

イ
ン
ド
学
仏
教
学
演
習
④

(

イ
ン
ド
大
乗
仏
教
の
研
究)

渡
辺
章
悟

(

Ⅰ)

イ
ン
ド
学
仏
教
学
演
習
⑤

(

初
期
仏
教
研
究)

岩
井
昌
悟

(

Ⅰ)

イ
ン
ド
学
仏
教
学
演
習
⑥

(

禅
思
想
研
究)

伊
吹

敦

(

Ⅰ)

イ
ン
ド
学
仏
教
学
演
習
⑦

(

日
本
仏
教
の
人
間
観
・
世
界
観)竹

村
牧
男

(

Ⅰ)

イ
ン
ド
学
仏
教
学
演
習
⑧

(

密
教
研
究
お
よ
び
イ
ン
ド
・
仏
教
美
術
の
研
究)

山
口
し
の
ぶ

(

Ⅰ)

イ
ン
ド
学
仏
教
学
演
習
⑨

(

イ
ン
ド
思
想
研
究)

宮
本
久
義

(

Ⅱ)

イ
ン
ド
学
仏
教
学
演
習
⑩

(

仏
教
学
分
野)

岩
井
昌
悟

(

Ⅱ)

イ
ン
ド
哲
学
仏
教
学
演
習
⑪

(

イ
ン
ド
思
想
研
究)

沼
田
一
郎

(

Ⅱ)

イ
ン
ド
哲
学
仏
教
学
演
習
⑫

(

禅
思
想
研
究)

伊
吹

敦

(

Ⅱ)

イ
ン
ド
の
芸
能
《
春
》(

イ
ン
ド
芸
能
の
多
様
性

―

そ
の
中
心
と
周
縁)

小
西
公
大

イ
ン
ド
の
宗
教
Ａ

(

ヴ
ェ
ー
ダ
の
宗
教
と
反
ヴ
ェ
ー
ダ
的
自
由
思
想)橋

本
泰
元

イ
ン
ド
の
宗
教
Ｂ

(

反
ヴ
ェ
ー
ダ
的
自
由
思
想
と
ヒ
ン
ド
ゥ
ー
教
諸
思
想
の
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展
開)

橋
本
泰
元

イ
ン
ド
の
風
土
と
文
化
《
秋
》(

造
形
を
め
ぐ
る
イ
ン
ド
の
歴
史
と
文
化)

石
川

寛

イ
ン
ド
美
術
を
見
る
《
秋
》(

イ
ン
ド
の
仏
と
神
々)

山
口
し
の
ぶ

イ
ン
ド
・
仏
教
図
像
学
《
春
》(

Ⅱ)

・《
秋
》(

Ⅰ)
(

仏
、
神
々
の
姿
と
そ

の
意
味)

山
口
し
の
ぶ

イ
ン
ド
仏
教
の
あ
ゆ
み
Ａ

(
釈
尊
の
覚
り
と
そ
の
展
開)

岩
井
昌
悟

イ
ン
ド
仏
教
の
あ
ゆ
み
Ｂ

(
大
乗
仏
教
と
は
何
か)

岩
井
昌
悟

イ
ン
ド
舞
踊
《
秋
》(

イ
ン
ド
舞
踊
バ
ラ
タ
ナ
ー
テ
ィ
ヤ
ム
の
実
技
と
理
論)

久
保
田
幸
代

イ
ン
ド
文
学
《
春
》(

Ⅰ)

・《
秋
》(

Ⅱ)
(

ヴ
ィ
ン
デ
ィ
ヤ
山
脈
の
頂
き
か

ら
イ
ン
ド
文
学
を
見
る)

高
橋
孝
信

キ
リ
ス
ト
教
と
は
何
か
《
春
》(

キ
リ
ス
ト
教
の
誕
生
と
そ
の
背
景)山

中
利
美

華
厳
の
思
想
《
春
》(

華
厳
経
の
思
想
と
文
化)

金
本
拓
士

現
代
に
生
き
る
仏
教
《
春
》(

現
代
の
社
会
問
題
解
決
に
積
極
的
に
か
か
わ

る

｢E
ngaged

B
uddhism

｣

に
つ
い
て
、
日
本
・
東
南
ア
ジ
ア
・
米

国
な
ど
の
仏
教
者
の
事
例
を
学
び
、
現
代
に
お
け
る
自
己
お
よ
び
仏
教
の

社
会
的
役
割
を
共
に
探
求
す
る)

戸
松
義
晴

現
代
の
イ
ン
ド
《
秋
》(

イ
ン
ド
近
・
現
代
の
政
治
思
想
家)

宮
本
久
義

古
代
イ
ン
ド
の
社
会
《
春
》(

古
代
イ
ン
ド
の
社
会)

沼
田
一
郎

坐
禅
の
こ
こ
ろ
《
春
》(

体
験
！
禅
心
理
学
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ)

松
竹
寛
幸

サ
ン
ス
ク
リ
ッ
ト
文
献
を
読
む
Ⅰ

(

古
典
サ
ン
ス
ク
リ
ッ
ト
入
門)

沼
田
一
郎

(

Ⅰ)

サ
ン
ス
ク
リ
ッ
ト
文
献
を
読
む
Ⅱ

(

十
二
支
縁
起
を
学
ぶ)

計
良
隆
世

(

Ⅰ)

サ
ン
ス
ク
リ
ッ
ト
文
献
を
読
む

(

古
典
サ
ン
ス
ク
リ
ッ
ト
初
級
文
法)

渡
邉
郁
子

(

Ⅱ)

社
会
と
宗
教
Ａ

(

近
現
代
の
日
本
社
会
と
宗
教)

住
家
正
芳

社
会
と
宗
教
Ｂ

(

現
代
世
界
と
宗
教)

住
家
正
芳

宗
教
科
教
育
論
《
春
》(

宗
教
と
教
育
に
つ
い
て)

成
瀬
良
�(

Ⅰ)

宗
教
学
Ⅱ
Ａ

(

ア
ジ
ア
宗
教
の
歴
史
と
特
色)

山
口
し
の
ぶ

(

Ⅱ)

宗
教
学
Ⅱ
Ｂ

(

宗
教
の
諸
概
念
と
ア
ジ
ア
宗
教
の
理
解)

山
口
し
の
ぶ

(

Ⅱ)

宗
教
科
指
導
法
Ⅰ
・
Ⅱ

(｢

宗
教
科｣

の
教
育
と
指
導)

成
瀬
良
�(

Ⅰ)

宗
教
間
の
差
異
と
対
話

星
川
啓
慈

宗
教
と
は
何
か

渡
辺
浩
希

宗
教
を
め
ぐ
る
諸
問
題
Ａ

(

宗
教
に
お
け
る
行
為
の
諸
相)

＜

オ
ム
ニ
バ
ス

形
式＞

山
口
し
の
ぶ

宗
教
を
め
ぐ
る
諸
問
題
Ｂ

(

宗
教
の
社
会
的
意
義)

＜

オ
ム
ニ
バ
ス
形
式＞

山
口
し
の
ぶ

初
期
仏
教
の
思
想
《
春
》(

す
べ
て
は
解
脱
の
た
め
に)

岩
井
昌
悟

(

Ⅱ)
禅
の
思
想
《
春
》(

禅
思
想
の
形
成
と
社
会
と
の
交
渉)

伊
吹

敦

大
乗
仏
教
の
思
想
Ⅰ
《
春
》(

空
の
世
界
に
何
が
あ
る
の
か)

渡
辺
章
悟

大
乗
仏
教
の
思
想
Ⅱ
《
秋
》(

唯
識
思
想
論)

橘
川
智
昭
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チ
ベ
ッ
ト
仏
教
の
あ
ゆ
み
《
春
》(

チ
ベ
ッ
ト
仏
教
史
に
お
け
る
思
想
と
文

化)

山
口
し
の
ぶ

チ
ベ
ッ
ト
文
献
を
読
む
Ａ

(

古
典
チ
ベ
ッ
ト
語
文
法
の
学
習)

山
口
し
の
ぶ

チ
ベ
ッ
ト
文
献
を
読
む
Ｂ

(

チ
ベ
ッ
ト
語
仏
教
経
典
の
翻
訳
練
習)山

口
し
の
ぶ

中
国
仏
教
の
あ
ゆ
み

(
中
国
仏
教
の
変
遷)

伊
吹

敦

朝
鮮
仏
教
史
《
春
》(
Ⅰ)
・《
秋
》(

Ⅱ)
(

朝
鮮

(

韓
国)

仏
教
に
対
す
る

理
解
を
深
め
る)

佐
藤

厚

哲
学
概
論

(

知
は
何
を
目
指
し
た
の
か
―
西
洋
哲
学
と
仏
教
―)

渡
邉
郁
子

(

Ⅱ)

天
台
の
思
想
《
秋
》(

天
台
の
思
想)

大
久
保
良
峻

東
南
ア
ジ
ア
仏
教
の
あ
ゆ
み
《
秋
》(

東
南
ア
ジ
ア
諸
国
に
お
け
る
宗
教
政

策
の
歴
史
を
概
観
す
る
。)

藪
内
聡
子

東
洋
思
想
Ａ(

東
洋
の
倫
理
思
想
―
チ
ベ
ッ
ト
の
倫
理
思
想
を
中
心
と
し
て
―)

島
田
茂
樹

(

Ⅱ)

東
洋
思
想
Ｂ

(

東
洋
の
倫
理
思
想
―
神
秘
主
義

(

タ
ン
ト
リ
ズ
ム)
を
中
心

と
し
て
―)

島
田
茂
樹

(
Ⅱ)

日
本
の
思
想
《
春
》(

Ⅱ)

・《
秋
》(

Ⅰ)
(

古
代
・
中
世
の
宗
教
文
化)

伊
藤

聡

日
本
仏
教
の
あ
ゆ
み
Ａ

(

日
本
仏
教
思
想
の
歩
み)

竹
村
牧
男

(

Ⅰ)

日
本
仏
教
の
あ
ゆ
み
Ａ

(

日
本
仏
教
の
思
想
―
仏
教
伝
来
か
ら
鎌
倉
時
代
ま

で)

佐
藤

厚

(

Ⅱ)

日
本
仏
教
の
あ
ゆ
み
Ｂ

(

日
本
仏
教
の
歩
み
・
近
世
か
ら
近
代)

西
村

玲

(

Ⅰ)

日
本
仏
教
の
あ
ゆ
み
Ｂ

(

日
本
仏
教
の
思
想
―
室
町
時
代
か
ら
近
代
ま
で)

佐
藤

厚

(

Ⅱ)

念
仏
の
思
想
《
秋
》(

念
仏
の
思
想
の
特
性
を
理
解
す
る)

本
多
静
芳

パ
ー
リ
文
献
講
読
Ａ

(

パ
ー
リ
語
文
法
講
座)

岩
井
昌
悟

パ
ー
リ
文
献
講
読
Ｂ

(

聖
典
を
直
に
読
む)

岩
井
昌
悟

ヒ
ン
デ
ィ
ー
文
献
を
読
む

(

ヒ
ン
デ
ィ
ー
語
を
学
ん
で
イ
ン
ド
世
界
へ)

橋
本
泰
元

ヒ
ン
ド
ゥ
ー
教
と
は
何
か
《
秋
》(

ヒ
ン
ド
ゥ
ー
教
の
特
徴
を
探
る)橋

本
泰
元

仏
教
古
典
哲
学

(

仏
教
の
基
礎
的
な
用
語
と
そ
の
背
景
を
学
ぶ)

米
澤
嘉
康

(

Ⅰ)

仏
教
と
現
代
福
祉
《
秋
》(

仏
教
の
行
っ
て
き
た
社
会
福
祉
事
業
の
歴
史
的

展
開
と
そ
の
役
割
に
つ
い
て
検
証
し
、
現
代
に
必
要
と
さ
れ
る
仏
教
的
な

社
会
福
祉
の
あ
り
方
を
共
に
提
言
す
る)

戸
松
義
晴

仏
教
の
芸
能
《
秋
》(

仏
教
伝
統
歌
謡
の
基
本
を
学
び
実
修
し
て
み
よ
う)

橋
本
泰
元

仏
教
文
献
を
読
む

橘
川
智
昭

(

Ⅰ)

仏
教
文
献
を
読
む

(

人
間
の
根
源
は
何
か
？
―
宗
密

『

原
人
論』

の
講
読)

佐
藤

厚

(

Ⅱ)
ブ
ッ
ダ
の
思
想
と
そ
の
展
開
Ａ

(

仏
教
と
は
何
か)

渡
辺
章
悟

ブ
ッ
ダ
の
思
想
と
そ
の
展
開
Ｂ

(

仏
教
の
思
想
と
そ
の
展
開)

渡
辺
章
悟

密
教
の
思
想
《
秋
》(

密
教
の
思
想
と
文
化)

金
本
拓
士
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ヨ
ー
ガ
と
ア
ー
ユ
ル
ヴ
ェ
ー
ダ
《
春
》(

イ
ン
ド
の
叡
智
を
探
る)

宮
本
久
義

ヨ
ー
ガ
の
こ
こ
ろ
《
春
》(

実
践
を
と
お
し
て
思
想
を
学
ぶ)

番
場
裕
之

＜

大
学
院＞

博
士
前
期
課
程

イ
ン
ド
哲
学
研
究
Ⅰ

デ
レ
ア
ヌ
・
フ
ロ
ー
リ
ン

イ
ン
ド
哲
学
研
究
Ⅱ
・
イ
ン
ド
哲
学
研
究
指
導
Ⅲ

橋
本
泰
元

イ
ン
ド
哲
学
研
究
Ⅲ

永
ノ
尾
信
悟

サ
ン
ス
ク
リ
ッ
ト
文
献
研
究
Ⅰ
・
イ
ン
ド
哲
学
研
究
指
導
Ⅰ

宮
本
久
義

初
期
仏
教
研
究
Ⅰ

下
田
正
弘

初
期
仏
教
研
究
Ⅱ

三
友
健
容

大
乗
仏
教
研
究
Ⅰ
・
仏
教
学
研
究
指
導
Ⅰ

渡
辺
章
悟

大
乗
仏
教
研
究
Ⅱ
・
仏
教
学
研
究
指
導
Ⅱ

山
口
し
の
ぶ

大
乗
仏
教
研
究
Ⅲ

齋
藤

明

中
国
仏
教
研
究
Ⅰ
・
仏
教
学
研
究
指
導
Ⅳ

伊
吹

敦

日
本
仏
教
研
究
Ⅰ
・
仏
教
学
研
究
指
導
Ⅲ

竹
村
牧
男

日
本
仏
教
研
究
Ⅱ

大
久
保
良
俊

博
士
後
期
課
程

イ
ン
ド
哲
学
特
殊
研
究
Ⅰ
・
イ
ン
ド
哲
学
研
究
指
導
Ⅰ

宮
本
久
義

イ
ン
ド
哲
学
特
殊
研
究
Ⅱ
・
イ
ン
ド
哲
学
研
究
指
導
Ⅱ

橋
本
泰
元

仏
教
学
特
殊
研
究
Ⅰ
・
仏
教
学
研
究
指
導
Ⅰ

渡
辺
章
悟

仏
教
学
特
殊
研
究
Ⅱ
・
仏
教
学
研
究
指
導
Ⅱ

山
口
し
の
ぶ

仏
教
学
特
殊
研
究
Ⅲ
・
仏
教
学
研
究
指
導
Ⅳ

伊
吹

敦

仏
教
学
特
殊
研
究
Ⅳ
・
仏
教
学
研
究
指
導
Ⅲ

竹
村
牧
男
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平
成
二
十
一
年
度
卒
業
論
文

＜

Ⅰ
部＞

荻
原

克
敏

ラ
ー
マ
ー
ヤ
ナ
の
伝
承

�
梨

塁

ガ
ン
ジ
ー
の
人
生
と
非
暴
力
主
義

大
石
貴
里
子

小
説

『
一
周
忌』

藤
原

聡
之

『

無
門
関』
に
お
け
る
悟
り
と
公
案
の
関
係
に
つ
い
て

近
藤

哲
彦

夢
窓
疎
石
の
人
と
思
想

中
村

鮎

ヒ
ジ
ュ
ラ
に
見
る
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
ー
社
会
の
変
容
と
異
文
化

認
識

佐
久
間
有
紀

三
つ
の
舞
踊
か
ら
み
る
文
化
の
比
較

〜
バ
ラ
タ
・
ナ
ー
テ
ィ

ヤ
ム
は
、
西
洋
と
東
洋
の
交
差
点
た
り
え
る
か
〜

那
須

信
行

親
鸞
と
信
心

―

『

正
信
偈』

に
説
か
れ
る
信
心
の
研
究
―

青
砥

容
美

化
身
、
ヴ
ィ
シ
ュ
ヌ
神

―
ヴ
ィ
シ
ュ
ヌ
の
10
化
身
と
そ
の

神
話
―

三
田
村
誠
也

東
寺
講
堂
の
立
体
曼
荼
羅
の
研
究

仁
王
経
曼
荼
羅
と
の
比

較
を
中
心
と
し
て

深
谷

悦
子

強
国
マ
ウ
リ
ヤ
朝
の
仕
組
み
と
謎

―
王
の
行
動
と
変
化
―

下
田

忠
明

イ
ン
ド
音
楽
に
つ
い
て

山
田
慎
太
郎

イ
ン
ド
に
お
け
る
学
校
教
育
制
度

篠
田

陽
子

ヒ
ン
ド
ゥ
ー
教
に
お
け
る
水
の
観
念

山
本

泰
子

イ
ン
ド
古
典
哲
学
の
底
流
を
探
る

深
澤

俊
子

詩
人
タ
ゴ
ー
ル
の
イ
ン
ド
思
想

中
西

太
河

イ
ン
ド
の
環
境
問
題
と
環
境
倫
理

関

茉
莉
子

ミ
テ
ィ
ラ
ー
画
の
制
作

『

ラ
ー
マ
ー
ヤ
ナ』

よ
り

｢

ラ
ー

ヴ
ァ
ナ
に
よ
る
ス
ィ
ー
タ
ー
の
誘
拐｣

の
場
面

増
田

幸
子

チ
ベ
ッ
ト
の
曼
荼
羅

田
中
雄
一
郎

加
賀
の
一
向
一
揆
か
ら
見
る
そ
の
課
程
と
構
造

吉
原

麻
由

七
福
神
に
お
け
る
弁
才
天
と
サ
ラ
ス
ヴ
ァ
テ
ィ
ー

中
村
奈
津
子

仏
師
の
移
り
変
わ
り
―
運
慶
の
名
声
に
つ
い
て
―

松
原

拓
家

ヒ
ン
ド
ゥ
ー
・
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
の
構
築
す
る
境
界

山
本

耕
平

初
期
経
典
の
実
践

―
念
か
ら
八
聖
道
ま
で
―

池
田

翔
平

水
問
題

―
イ
ン
ド
の
水
事
情
を
中
心
に
―

渡
邉

慧

脳
死
と
臓
器
移
植

―
仏
教
か
ら
の
見
解
―

糟
谷

千
恵

日
本
仏
教
説
話
内
の

｢

蛇｣

と

｢

女｣

の
関
係

道
成
寺

と
摩
登
伽
経

藤
井

貴
宏

原
始
仏
教
に
お
け
る
善
悪
の
基
準
に
つ
い
て

宮
田
紗
弥
香

日
本
に
伝
わ
る
ア
ー
ユ
ル
ヴ
ェ
ー
ダ

〜
美
容
業
界
の
実
態

を
探
る
〜

長
谷
川
裕
太

ア
ジ
ア
地
域
の
竜
の
思
想
比
較

〜
竜
を
通
じ
て
見
え
る
思

想
〜

藤
浪

崇
裕

『

蘇
婆
呼
童
子
請
問
経』

の
漢
文
原
典
の
和
訳
に
挑
戦
す
る

�
島
百
合
香

古
代
イ
ン
ド
に
お
け
る
死
後
の
儀
礼
と
相
続
の
研
究

澤
野
祐
太
朗

ビ
ー
ト
ル
ズ
と
イ
ン
ド

尾
鼻

源
太

正
法
眼
蔵
に
お
け
る
言
葉
と
認
識
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籾
山

擁
也

イ
ン
ド
に
お
け
る
エ
ロ
テ
ィ
シ
ズ
ム
の
考
察

飯
島

慎

ス
ポ
ー
ツ
選
手
の
た
め
の
ヨ
ー
ガ
・
コ
ン
デ
ィ
シ
ョ
ニ
ン
グ

法

河
中

綾
美

イ
ン
ド
に
お
け
る
樹
木
・
植
物
崇
拝
と
薬
用
植
物
の
関
連
性

に
つ
い
て

大
久
保
沙
和

カ
シ
ミ
ー
ル
問
題
か
ら
見
る
イ
ン
ド
・
パ
キ
ス
タ
ン
の
関
係

小
倉

麻
由

原
始
仏
教
聖
典
に
於
け
る
釈
尊
の
臨
終

宮
澤

真
一

不
可
触
民
解
放
運
動
及
び
新
仏
教
運
動
に
つ
い
て

―
ア
ン

ベ
ー
ド
カ
ル
の
生
涯
を
中
心
に
―

�
橋

洋
平

ア
ジ
ャ
ン
タ
ー
壁
画
に
見
ら
れ
る
ジ
ャ
ー
タ
カ
に
つ
い
て

福
村

玲
美

チ
ベ
ッ
ト
死
者
の
書
に
つ
い
て

山
口

浩
司

イ
ン
ド
に
お
け
る
ヒ
ジ
ュ
ラ

―
ヒ
ジ
ュ
ラ
は
シ
ャ
ー
マ
ン

で
あ
る
の
か
？
―

丸
山

卓
哉

国
家
社
会
主
義
の
綱
領

―
仏
教
国
教
化
の
草
案
―

伊
藤

弘
基

弘
法
大
師
空
海
の
出
家
と
平
安
時
代
の
大
学
寮

関
口

定
子

終
末
期
医
療
と
仏
教

加
藤

佳
樹

最
澄
と
空
海
の
交
友
と
決
別
に
つ
い
て

＜

Ⅱ
部＞

島
田
緒
理
絵

能
登
の
頓
成

―
異
安
心
と
い
う
名
の
高
僧
―

�
山

玲
子

『

バ
ガ
ヴ
ァ
ッ
ド
・
ギ
ー
タ
ー』

に
お
け
る
解
脱
論

―
ト

リ
グ
ナ
説
を
中
心
に
―

須
藤
美
喜
子

儀
礼
あ
る
い
は
生
活
に
み
る
ネ
パ
ー
ル
女
性

―
ヒ
ン
ド
ゥ
ー

の
社
会
規
範
は
普
遍
的
か
―

深
津

悦
子

三
階
教
の
救
済
事
業
に
お
け
る
思
想
基
盤

―
無
尽
蔵
院
を

中
心
に
―

湯
口

翠

『

支
那
革
命
外
史』

に
み
る
日
蓮
の
影
響

大
滝

彩
加

マ
ン
ガ
で
表
現
す
る
日
本
仏
教

安
東

裕
美

『

正
法
眼
蔵
随
聞
記』

に
見
ら
れ
る
道
元
の
学
道
姿
勢
と
そ

の
教
授
法

若
林

学

『

実
利
論』

と

『

マ
ヌ
法
典』

の
比
較
研
究

―
王
権
を
中

心
と
し
て
―

駒
井

功

『

正
法
眼
蔵
随
聞
記』

に
み
る
道
元
の
栄
西
観

森
下

徳
子

イ
ン
ド
細
密
画
に
お
け
る
シ
ン
ボ
リ
ズ
ム
と
思
想

大
学
院
修
士
論
文

狩
野

久
枝

ガ
ー
ン
デ
ィ
ー
の
思
想
と
行
動

―

南
ア
フ
リ
カ
時
代
を
中

心
に

藤
森

晶
子

ネ
パ
ー
ル
仏
教
に
お
け
る
七
種
無
上
供
養
の
研
究

永
田

道
子

聖
武
天
皇
の
仏
教
思
想

―

東
大
寺
盧
舎
那
大
仏
造
顕
を
め

ぐ
っ
て

朝
日

透

一
遍
上
人
の
思
想
と
衆
生
利
益
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東
洋
学
論
叢

　第    

35
号

（
東
洋
大
学
文
学
部
紀
要

　イ
ン
ド
哲
学
科
篇

　第
63
集
）

平
成
二
十
二
年
三
月
三
十
日

　印

　刷

平
成
二
十
二
年
三
月
三
十
日

　発

　行
﹇
非
売
品
﹈

発
行
所

　東

　洋

　大

　学

　文

　学

　部

東
京
都
文
京
区
白
山
五
│
二
八
│
二
〇

電

　話
　イ
ン
ド
哲
学
科
〇
三（
三
九
四
五

）七
三
五
七

印

　刷

　ヨ
シ
ダ
印
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